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「
貴
渡
神
社
社
殿
彫
刻
」
一
式

た

か

の

り

所
在
地

栃
堀

所
有
者
・
管
理
者

栃
堀
区

指
定
年
月
日

昭
和
五
十
五
年
六
月
二
十
七
日

当
神
社
は
栃
尾
織
物
の
基
礎
を
築
き
、
縞
紬
の
名
声
を
高
め

し
ま
つ
む
ぎ

「
織
物
の
祖
神｣｢

栃
尾
の
機
神
様
」
と
し
て
崇
拝
さ
れ
た

は
た
が
み

植
村
角
左
衛
門
貴
渡
翁
の
霊
を
祀
っ
た
も
の
で
、
そ
の
名
前
か
ら

う

え

む

ら

か

く

ざ

え

も

ん

た

か

の

り

「
貴
渡
神
社
」
と
言
い
ま
す
。
彫
刻
は
江
戸
雑
司
ヶ
谷
の
彫
刻
師

ぞ

う

し

が

や

石
川
安
兵
衛
（
号
雲
蝶
）
に
よ
り
手
が
け
ら
れ
、
完
成
し
た
の
は

う
ん
ち
ょ
う

江
戸
時
代
末
期
の
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
で
す
。

御
堂
の
腰
長
押
と
内
法
長
押
と
の
間
の
南
北
両
側
面
お
よ
び
袖

こ

し

な

げ

し

う
ち
の
り

側
に
は
、
欅
の
一
枚
板
を
は
め
込
み
、
養
蚕
を
営
む
様
子
を
唐
風

け
や
き

に
表
現
し
て
い
ま
す
。
北
側
に
は
「
桑
負
い｣｢

蚕
の
飼
育｣

、
南

側
に
は
「
繭
煮
」
と
「
機
織
り
」
の
姿
が
生
き
生
き
と
彫
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
彫
刻
は
当
神
社
の
祭
神
を
顕
彰
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
逸
品

で
あ
り
、
そ
の
構
図
の
躍
動
性
と
巧
み
な
彫
刻
技
法
は
見
る
人
を

魅
了
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

な
お
、
御
堂
の
東
お
よ
び
南
北
の
向
拝
頭
貫
の
上
、
お
よ
び
内

こ
う
は
い
か
し
ら
ぬ
き

法
長
押
の
上
か
ら
破
風
に
至
る
ま
で
の
間
に
十
二
支
の
彫
刻
が
見

は

ふ

ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
も
同
じ
く
石
川
安
兵
衛
の
作
品
で
す
。

こ
れ
ら
見
事
な
彫
刻
が
施
さ
れ
た
貴
渡
神
社
は
、
栃
堀
の
庄
屋

植
村
家
の
所
有
で
し
た
が
、
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
に
村

有
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
栃
尾
市
に
あ
る
、
県
・
市
指
定
の

文
化
財
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
（
文
化
セ
ン
タ
ー
内

‐
２
０
２
０
）
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と
ち
お
の
文
化
財
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施 設 名 休 館 日
市 民 会 館 毎月第１・第３月曜日
文 化 セ ン タ ー 毎月第２月曜日の9～17時

各 公 民 館 図 書 室 毎週月曜日
施 総 合 体 育 館 毎週月曜日
設 勤 労 者 体 育 館 毎週月曜日
の 美 術 館 毎週月曜日
休 杜 々 の 森 毎週火曜日
館 ふるさと交流広場 毎週火曜日
日 道 院 高 原 無 休
産業交流センター 毎週月曜日
物 産 館 毎週水曜日

※休館日が祝祭日の場合は、変更することがあります。



受
賞
対
象
と
な
っ
た
功
績

昭
和
六
十
二
年
五
月
か
ら
現
在
ま

で
市
議
会
議
員
と
し
て
十
五
年
在
職
。

こ
の
間
、
建
設
農
林
常
任
委
員
会
副

委
員
長
、
社
会
経
済
常
任
委
員
会
副

委
員
長
、
新
産
業
振
興
特
別
委
員
会

副
委
員
長
、
環
境
保
全
特
別
委
員
会

副
委
員
長
、
議
会
運
営
委
員
会
副
委

員
長
を
歴
任
。
地
方
自
治
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。 さ

ん
（
北
荷
頃
）

諸
橋

虎
雄

特
別
褒
賞
を
受
け
ら
れ
た
人

β
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栃尾市表彰式

11月３日、文化の日

式
典
に
出
席
さ
れ
た

受
賞
者
の
み
な
さ
ん

島 孫太夫 城山６３０ 栃尾アルミの会
神子田 澄和 諸橋 虎雄 市 長 藤� 壯治 惣角 生 (敬称略）

市は、毎年11月３日の文化の日に、永年
にわたって、市政の発展のために尽くされ
た人を表彰しています。
表彰の対象になるのは、自治の発展や振

興、教育・文化の向上、市民福祉の増進な
どに力を注がれた個人や団体です。
今年は、次の８人に表彰状あるいは、感

謝状を贈りました。これからも、市政の発
展のためにご尽力をお願いします。

受
賞
対
象
と
な
っ
た
功
績

平
成
二
年
十
月
か
ら
平
成
十
四
年

九
月
ま
で
十
二
年
間
に
わ
た
り
市
教

育
委
員
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

間
、
平
成
三
年
か
ら
平
成
八
年
ま
で

五
年
間
教
育
委
員
長
代
行
、
平
成
八

年
か
ら
退
任
ま
で
六
年
間
に
わ
た
り

教
育
委
員
長
を
歴
任
。
教
育
行
政
の

進
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
対
象
と
な
っ
た
功
績

昭
和
六
十
一
年
十
月
か
ら
平
成
十

�

さ
ん
（
表

町
）

神
子
田

澄
和

す

み

か

ず

一
般
褒
賞
を
受
け
ら
れ
た
人

三
年
十
月
ま
で
市
選
挙
管
理
委
員
を

十
五
年
歴
任
。
こ
の
間
、
平
成
三
年

か
ら
退
任
ま
で
十
年
間
に
わ
た
り
委

員
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

昭
和
五
十
五
年
一
月
か
ら
平
成
元
年

ま
で
九
年
間
人
権
擁
護
委
員
を
歴
任
。

地
方
自
治
の
進
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

受
賞
対
象
と
な
っ
た
功
績

昭
和
三
十
二
年
か
ら
入
塩
川
山
岳

会
の
会
員
と
し
て
登
山
道
整
備
・
草

刈
・
清
掃
・
水
場
の
確
保
等
に
尽
力
。

昭
和
四
十
年
代
か
ら
登
山
道
周
辺
の

高
山
植
物
の
保
護
に
尽
力
し
、
昭
和

五
十
三
年
か
ら
地
元
小
学
校
の
登
山

ガ
イ
ド
を
務
め
野
鳥
や
高
山
植
物
等

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
自

然
保
護
活
動
は
他
の
模
範
で
す
。

受
賞
対
象
と
な
っ
た
功
績

昭
和
四
十
五
年
に
会
を
設
立
以
来
、

城
山
山
頂
で
行
う
ラ
ジ
オ
体
操
の
際

に
遊
歩
道
や
ト
イ
レ
等
の
清
掃
・
障

害
物
の
撤
去
を
行
い
、
遊
歩
道
等
の

整
備
作
業
に
協
力
。
ま
た
、
植
栽
さ

れ
た
ツ
ツ
ジ
や
桜
の
保
護
、
自
生
植

物
の
増
殖
活
動
に
尽
力
。
こ
れ
ら
の

自
然
保
護
活
動
は
他
の
模
範
で
す
。

さ
ん
（
入
塩
川
）

惣
角

生す
す
む

城
山
６
３
０

ろ

く

さ

ん

ま

る

受
賞
対
象
と
な
っ
た
功
績

平
成
三
年
に
会
を
設
立
以
来
、
ア

ル
ミ
缶
の
回
収
に
よ
り
ゴ
ミ
の
減
量

化
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
尽
力
。

現
在
で
は
、
小
・
中
学
生
や
地
域
住

民
の
協
力
を
得
て
大
量
の
ア
ル
ミ
缶

を
回
収
し
、
売
却
益
で
社
会
福
祉
施

設
等
に
車
イ
ス
を
累
計
四
十
六
台
寄

贈
。
こ
れ
ら
の
環
境
保
護
・
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
は
他
の
模
範
で
す
。

受
賞
対
象
と
な
っ
た
功
績

昭
和
二
十
八
年
か
ら
現
在
ま
で
四

十
九
年
間
に
わ
た
り
、
国
勢
調
査
員
、

さ
ん
（
栃

堀
）

島

孫
太
夫

ま

ご

だ

ゆ

う

栃
尾
ア
ル
ミ
の
会

農
林
統
計
調
査
員
と
し
て
統
計
調
査

に
従
事
。
ま
た
、
昭
和
五
十
六
年
か

ら
平
成
三
年
ま
で
栃
堀
区
役
員
を
務

め
、
こ
の
間
、
副
区
長
を
四
年
歴
任
。

市
の
行
政
に
積
極
的
に
協
力
さ
れ
ま

し
た
。

受
賞
対
象
と
な
っ
た
功
績

母
校
で
あ
る
東
谷
小
学
校
に
体
育

館
暗
幕
一
式
お
よ
び
付
設
費
用
（
総

さ
ん
（
東
京
都
）

中
沢

信
平

の

ぶ

へ

い

額
約
百
二
十
万
円
）
を
寄
附
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
十
四
年
三
月
に
完
成
し
、

体
育
館
で
行
わ
れ
る
各
種
行
事
に
利

用
さ
れ
、
児
童
へ
の
教
育
効
果
は
多

大
で
す
。

椿

克
男
さ
ん
（
栃
堀
）
は
、
市

議
会
議
員
在
職
十
五
年
の
功
績
に
よ

り
、
栃
尾
市
褒
賞
審
査
会
に
お
い
て

表
彰
受
賞
者
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た

が
、
本
人
の
申
し
出
に
よ
り
辞
退
さ

れ
ま
し
た
。

χ
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松
尾
の
木
間
更
正
さ
ん
ご
夫
妻
が

新

嘗

祭

献

穀

に

い

な

め

さ

い

け

ん

こ

く

新
し
く
そ
の
年
に
生
ま
れ
た
米

の
収
穫
を
感
謝
す
る
「
新
嘗
祭
」

が
、
毎
年
十
一
月
二
十
三
日
に
宮

中
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
に
先

立
ち
全
国
各
地
か
ら
穀
物
が
献
納

さ
れ
ま
す
。
お
い
し
い
米
、
安
全

な
米
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
る
篤と

く

農
家
と
し
て
新
潟
県
の
代
表
に
選

ば
れ
た
松
尾
の
木
間
更
正
さ
ん
ご

夫
妻
は
、
十
月
二
十
三
日
、
皇
居
を
訪
れ
て
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
献
納
し
、
賢
所

か
し
こ
ど
こ
ろ

参
集
所
に
お
い
て
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
拝
謁
し
ま
し
た
。

は
い
え
つ

木
間
さ
ん
は
春
か
ら
苗
代
づ
く
り
、
田
植
え
、
草
取
り
と
丹
精
込
め
て
育
て
、

秋
に
刈
り
取
っ
て
ハ
ゼ
に
か
け
天
日
で
干
し
て
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
収
穫
。
そ
し
て
、

一
粒
一
粒
選
り
す
ぐ
っ
た
自
慢
の
米
を
、
こ
の
た
び
献
穀
し
た
も
の
で
す
。

皇居に向かう木間さんご夫妻

謝辞を述べる藤�さん

さ
ん
（
北
荷
頃
）

藤

壯
治

﨑



報
告
書
の
主
な
内
容
は
「
八
市
町

村
の
概
要
」、「
合
併
の
目
的
や
メ
リ

ッ
ト
」、「
地
域
の
個
性
尊
重
の
あ
り

方
」、「
合
併
す
る
と
し
た
場
合
に
必

要
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
等
の
整
備
」
、

「
合
併
す
る
と
し
た
場
合
の
課
題
の

整
理
と
解
決
策
」、「
新
市
将
来
ビ
ジ

ョ
ン
」
で
す
。
既
に
、
今
ま
で
の
広

報
（
広
報
と
ち
お
掲
載
十
三
回
、
合

併
検
討
特
集
号
一
回
）
で
い
く
つ
か

の
項
目
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
き

ま
し
た
の
で
、
今
回
は
「
合
併
す
る

と
し
た
場
合
の
課
題
の
整
理
と
解
決

策
」、「
新
市
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
中

心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

三
十
二
の
合
併
研
究
会
分
科
会

で
、
①
制
度
比
較
表
、
②
制
度
比
較

一
覧
表
、
③
財
政
試
算
の
三
種
類
の

資
料
作
成
を
実
施
し
ま
し
た
。

①
制
度
比
較
表

各
制
度
の
市
町
村
別
内
容
を
記
載

②
制
度
比
較
一
覧
表

制
度
比
較
表
を
も
と
に
、
各
制
度

を
項
目
体
系
別
に
整
理
し
、
さ
ら
に

各
市
町
に
お
け
る
そ
の
制
度
の
有
無

と
水
準
、
性
質
区
分
（
重
要
事
項
か

否
か
、
住
民
と
の
関
わ
り
は
ど
う
か

な
ど
）、
ま
た
調
整
の
方
向
性
（
全

市
一
律
調
整
な
ど
）
を
記
載
。

③
財
政
試
算

合
併
す
る
こ
と
で
節
減
で
き
る
経

費
の
状
況
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
八
市

町
村
間
で
最
高
の
レ
ベ
ル
に
調
整
し

た
場
合
、
お
よ
び
住
民
負
担
を
最
低

の
レ
ベ
ル
に
調
整
し
た
場
合
の
状

況
、
重
要
事
項
に
つ
い
て
最
も
妥
当

な
レ
ベ
ル
に
調
整
し
た
状
況
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
試
算
。

八
市
町
村
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
や
事
務
事
業
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
内
容
は
市
町
村
間
で
差
が

あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

研
究
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
制
度
の

違
い
を
ど
の
よ
う
に
調
整
し
た
ら
住

民
の
皆
さ
ん
の
生
活
が
豊
か
に
な
る

の
か
、
あ
る
い
は
行
財
政
の
効
率
化

が
図
ら
れ
る
の
か
、
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
視
点
で
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
事
務
事
業

全
体
の
中
か
ら
選
び
出
し
た
も
の

が
、
一
、
四
二
〇
項
目
に
な
り
ま
し

た
。そ
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ａ
　
住
民
生
活
に
密
接
に
関
係
す
る

制
度
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
五

Ｂ
　
住
民
生
活
に
直
接
関
連
は
し
な

い
が
、
重
要
な
も
の
　
　
三
五
一

Ｃ
　
各
種
事
務
の
方
法
等
　
二
九
〇

そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
四

長
岡
地
域
市
町
村
合
併
研
究
会
で
は
、
去
る
十
月
二
十
五
日
に
最
終
回
と
な
る
第
六
回
首
長
会
議
（
会
場：

三
島
町
）
を
開
催
し
、
今
ま
で
の
研
究
成
果
を
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

昨
年
十
二
月
五
日
に
発
足
以
来
約
一
年
の
間
に
、
首
長
会
議
六
回
、
助
役
会
議
五
回
、
部
課
長
会
議
七
回
、

担
当
者
会
議
九
回
の
会
議
で
、
合
併
の
目
的
や
メ
リ
ッ
ト
、
地
域
の
個
性
尊
重
の
あ
り
方
、
合
併
す
る
場
合
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
方
針
、
合
併
す
る
場
合
の
課
題
整
理
と
解
決
策
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
た
結
果
で
す
。

今
月
号
で
は
、
そ
の
報
告
書
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
同
会
議
の
席
上
で
、
今
後
の
方
向
と
し
て
、
任
意
合
併
協
議
会
の
設
立
に
つ
い
て
提
案
が
な
さ
れ
ま

し
た
が
、
栃
尾
市
が
参
加
す
る
か
ど
う
か
は
、
現
在
検
討
中
で
す
。

合
併
研
究
会
報
告
書
ま
と
ま
る長岡市、見附市、栃尾市、中之島町、越路町、山古志村、

小国町、三島町の８市町村が合併したとすると30万都市
になります。
人口305,948人（平成12年国勢調査） 面積808.73k㎡

合
併
す
る
と
し
た
場
合
の

課
題
の
整
理
と
解
決
策

八
市
町
村
の
行
政
制
度
比
較

一
、
四
二
〇
項
目

考えてみよう市町村合併

こ
の
う
ち
Ａ：

住

民
生
活
に
密
接
に
関

係
す
る
制
度
七
六
五

項
目
に
つ
い
て
、
ど

の
市
町
村
の
制
度
が

最
も
充
実
し
て
い
る

（
サ
ー
ビ
ス
が
高
く
、

負
担
が
低
い
も
の
）
と
考
え
ら
れ
る

の
か
、
そ
の
数
を
市
町
村
別
に
み
る

と
次
の
表
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

財
政
規
模
が
大
き
い
長
岡
市
が
一
番

多
く
、
続
い
て
栃
尾
市
が
二
番
目
に

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

合
併
し
た
場
合
、
八
市
町
村
で
実

施
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
制
度

や
事
務
事
業
の
違
い
を
ど
の
よ
う
に

調
整
し
て
い
く
か
、
研
究
会
に
設
置

し
た
三
十
二
の
分
科
会
で
検
討
し
ま

し
た
。

歴
史
的
経
緯
や
地
域
特
性
か
ら
生

じ
る
行
政
制
度
な
ど
の
違
い
を
調
整

す
る
の
は
困
難
を
伴
い
ま
す
が
、
そ

の
調
整
に
あ
た
っ
て
は
概
ね
次
の
基

本
原
則
に
基
づ
い
て
行
い
ま
し
た
。

行
政
制
度
調
整
の
基
本
原
則

○
一
体
性
確
保
の
原
則

○
住
民
福
祉
向
上
の
原
則

○
負
担
公
平
の
原
則

○
健
全
な
財
政
運
営
の
原
則

○
行
政
改
革
推
進
の
原
則

○
適
正
規
模
準
拠
の
原
則

ま
た
、
ど
の
方
向
性
に
基
づ
い
て

調
整
す
る
の
か
も
あ
わ
せ
て
検
討
し

て
お
り
、
そ
の
結
果
は
左
表
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
行
政
制
度
の
調
整
は
、
今

後
設
置
さ
れ
る
合
併
協
議
会
に
お
い

て
本
格
的
に
議
論
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
研
究
会
の
結
果
が
決
定
事
項
と

な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※制度によっては複数の方向性を選択している場合がありますが（例：
①全市一律基準で調整するが、③関係機関との協議が必要な場合等）、
今回の集計では単純集計としているため、①～⑦の合計数が制度実数
を上回っています。

行
政
制
度
水
準
の
調
整
方
針

市町村名

長 岡 市
見 附 市
栃 尾 市
中之島町
越 路 町
山古志村
小 国 町
三 島 町

項目数

288件

77件

79件

37件

44件

25件

46件

28件

住民生活に密接に関係する制度の比較

全　　　　　体

総　務　分　野

福祉・保健分野

産業・環境分野

建設・土木分野

文　教　分　野

1,420

287

298

344

255

236

全
体
制
度
実
数

881

196

215

207

142

121

①
全
市
一
律
基
準
に

よ
る
調
整

234

27

39

86

42

40

②
地
域
特
性
を
考
慮

し
て
調
整

177

26

23

81

26

21

③
関
係
機
関
と
の
協

議
が
必
要

46

16

3

2

16

9

④
合
併
市
の
建
設
計

画
等
で
調
整

361

52

15

91

123

80

⑤
合
併
後
速
や
か
に

調
整

163

33

59

19

25

27

⑥
調
整
不
要

3

3

0

0

0

0

⑦
そ
の
他
特
別
な
調
整

が
必
要
な
も
の
等

市町村合併研究会の主な活動経過
日　付
H13.11. 2
H13.11.27
H13.12. 5
H13.12.27
H14. 1 .18
H14. 1 .22
H14. 2 . 6
H14. 4 .10
H14. 4 .12
H14. 4 .25
H14. 5 .13
H14. 5 .21
H14. 6 . 5
H14. 6 .10
H14. 6 .24
H14. 8 .20
H14. 8 .23
H14. 8 .28
H14.10.17
H14.10.21
H14.10.25

会　議　名
準　備　会（首長会議）
準　備　会（助役会議）
首 長 会 議（1回）
部課長会議（1回）
部課長会議（2回）
助 役 会 議（1回）
首 長 会 議（2回）
部課長会議（3回）
助 役 会 議（2回）
首 長 会 議（3回）
部課長会議（4回）
先進地視察
部課長会議（5回）
助 役 会 議（3回）
首 長 会 議（4回）
部課長会議（6回）
助 役 会 議（4回）
首 長 会 議（5回）
部課長会議（7回）
助 役 会 議（5回）
首 長 会 議（6回）

主 な 内 容
8市町村長（オブザーバーに三島町を含む）会談、研究会設立合意

規約や事業計画（案）の検討

規約や事業計画の決定

会議の進め方について検討

合併するとした場合の課題の整理と解決策について検討

合併するとした場合の課題の整理と解決策について検討

合併するとした場合の課題の整理と解決策について検討

合併の目的やメリット、分科会設置について検討

合併の目的やメリット、分科会設置について検討

合併の目的やメリットについて検討、分科会設置を決定　三島町正式参加

分科会作業スケジュールについて検討

埼玉県新座市（朝霞市・志木市・和光市・新座市合併協議会）

地域の個性尊重のあり方について検討

地域の個性尊重のあり方について検討

地域の個性尊重のあり方について検討

合併するとした場合に必要となるインフラ等の整備について検討

合併するとした場合に必要となるインフラ等の整備について検討

合併するとした場合に必要となるインフラ等の整備について検討

研究会報告書について検討

研究会報告書について検討

検討研究会報告書について検討、任意合併協議会設立提案

行政制度・事務事業水準の調整の方向性

※
一
部
制
度
の
中
に
は
最
も
充
実
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
市
町
村
が
複
数
あ
る

場
合
や
、
す
べ
て
の
市
町
村
で
同
一
制

度
の
場
合
等
が
あ
り
、
全
体
項
目
数
と

各
市
町
村
の
項
目
数
の
合
計
は
一
致
し

ま
せ
ん
。

考えてみよう市町村合併



人
件
費
は
平
成
十
三
年
度
決
算
で

約
二
三
二
億
円
、
八
市
町
村
の
歳
出

全
体
の
十
九
％
を
占
め
て
い
ま
す

が
、
合
併
し
た
場
合
に
は
、
特
別
職
、

一
般
職
と
も
に
節
減
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

（
特
別
職
）

首
長
を
初
め
と
す
る

四
役
（
市
町
村
長
、
助
役
、
収
入

役
、
教
育
長
）
と
議
員
の
人
件
費

の
節
減
額
は
、
最
終
的
に
は
単
年

度
で
約
七
億
二
千
万
円
と
試
算

さ
れ
ま
す
。

（
一
般
職
）

一
般
職
の
人
件
費
の

節
減
額
は
、
類
似
団
体
並
み
の
職

員
数
を
想
定
す
る
と
、
最
終
的
に

は
単
年
度
で
約
二
十
五
億
一
千

万
円
と
試
算
さ
れ
ま
す
。

●
　
一
般
職
の
職
員
数
に
つ
い
て

は
、
特
別
職
の
よ
う
な
法
の
定
め

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
八

市
町
村
の
合
併
当
初
の
職
員
数
見

込
（
平
成
十
七
年
度
）
と
類
似
団

体
の
職
員
数
の
差
を
求
め
、
こ
れ

を
試
算
の
基
準
と
し
ま
し
た
。

●
　
そ
の
結
果
、
合
併
か
ら
八
年
度

目
の
平
成
二
十
四
年
度
に
職
員
数

が
類
似
団
体
並
み
と
な
り
、
そ
の

場
合
の
一
般
職
の
人
件
費
は
、
単

年
度
で
約
二
十
五
億
一
千
万
円
の

減
と
試
算
さ
れ
ま
す
。

地
方
交
付
税
は
、
平
成
十
三
年
度

決
算
で
約
二
九
一
億
円
と
歳
入
全
体

の
二
四
％
を
占
め
て
お
り
、
長
岡
地

域
八
市
町
村
に
と
っ
て
も
重
要
な
財

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
普
通
交
付
税
の
額
は
、

八
市
町
村
で
合
併
し
て
中
核
市
と
な

っ
た
場
合
は
、
今
後
二
十
年
間
の
い

ず
れ
の
時
期
を
と
っ
て
も
、
合
併
し

た
場
合
の
方
が
合
併
し
な
い
場
合
よ

り
も
多
く
な
る
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

〈
推
計
の
主
な
前
提
条
件
〉

●

推
計
人
口
は
、
財
団
法
人
日
本

統
計
協
会
の
推
計
値
を
使
用

●

合
併
後
、
三
年
目
に
中
核
市
へ

移
行
す
る
も
の
と
想
定

●

基
準
財
政
収
入
額
は
、
十
四
年

度
を
基
に
経
済
成
長
率
や
過
去

の
傾
向
を
加
味

●

基
準
財
政
需
要
額
は
、
推
計
人

口
の
伸
び
率
を
基
本
と
し
て
算
定

●

合
併
特
例
債
を
全
額
借
入
れ
る

も
の
と
し
て
算
定

合
併
に
当
た
っ
て
は
、
福
祉
や
教

育
を
は
じ
め
、
各
種
の
制
度
に
つ
い

て
各
市
町
村
で
異
な
っ
て
い
る
制
度

を
調
整
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
調
整
は
、
合
併
市
の
具

体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
や
財
政
状
況
を
踏

ま
え
て
、「
任
意
協
議
会
」
や
「
法

定
協
議
会
」
で
決
定
し
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。

合
併
研
究
会
の
各
行
政
分
野
別
三

十
二
の
分
科
会
で
「
住
民
サ
ー
ビ

ス
・
負
担
に
直
接
関
連
す
る
も
の
」

を
、
一
律
に
最
も
高
い
市
町
村
の
制

度
に
合
わ
せ
た
場
合
の
所
要
額
を
試

算
し
た
結
果
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

●
　
歳
出
（
サ
ー
ビ
ス
等
）
の
増
加
　

約
九
十
一
億
円（
試
算
数
二
一
五
項
目
）

●
　
歳
入
（
住
民
負
担
等
）
の
減
少
　

約
十
五
億
円（
試
算
数
二
八
項
目
）

※
全
体
の
中
か
ら
二
四
三
項
目
を
選
ん
で
試
算

し
た
結
果
、一
〇
六
億
円
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
結
果
か
ら
、「
住
民
サ
ー
ビ

ス
・
負
担
に
直
接
関
連
す
る
も
の
」

を
一
律
に
最
も
高
い
市
町
村
の
制
度

に
合
わ
せ
る
こ
と
は
、
財
政
的
に
困

難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
合

併
研
究
会
の
考
え
方
）

合
併
に
当
た
っ
て
は
、
合
併
年
度

お
よ
び
こ
れ
に
続
く
十
年
度
間
に

「
市
町
村
建
設
計
画
」
に
基
づ
い
て

行
わ
れ
る
事
業
等
に
つ
い
て
、「
合

併
特
例
債
」
を
利
用
し
て
、
建
設
事

業
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
公
共
施
設
の
整
備
等
）

六
四
〇
億
三
千
万
円

（
基
金
の
造
成
）

三
八
億
円

仮
に
こ
れ
ら
を
十
年
間
で
均
等
に

実
施
し
た
場
合
の
元
利
償
還
は
、
次

頁
上
段
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。

合
併
に
伴
う
節
減
経
費
の
う
ち

人
件
費
の
節
減

特別職の人件費節減効果

一般職の人件費節減効果

※合併した場合の新市の議員定数は、改正自治法（15年１月施行）に基づ
き、人口規模が「30万～50万」の市の上限数46人を用いて試算。

※類似団体の職員数は、平成14年３月の総務省「類似団体別職員数の
状況」によるものであり、具体的には、福島市、郡山市、山形市、
水戸市、徳島市である。

区　分

四　役

議会議員

計

区　分

計

８市町村の合併
当初の職員見込

（A）

類 似 団 体 の
平 均 職 員 数

（B）

職員減少数

（A）―（B）

3,167 2,792 375

385,246

856,489

1,241,735

32

161

193

長岡地域８市町村計（A）

人件費 人数

61,683

459,646

521,329

4

46

50

合併した場合（B）

人件費

323,563

396,843

720,406

節減額

（A）―（B）人数

普通交付税の推計結果

Ｈ17 Ｈ19 Ｈ27 Ｈ32 Ｈ36
合併初年度

（１年目）

23,205,695

24,079,290

873,595 

23,321,994

25,464,594

2,142,600

21,998,675

28,430,398

6,431,723

20,724,500

25,456,883

4,732,383

18,770,255

20,884,270

2,114,015

中　核　市
移 行 年 度
（３年目）

特 例 期 間
終　了　後
（11年目）

激変緩和期間
終　了　後
（16年目）

推計終了年度

（20年目）

合併しない場合
①

合併した場合
②

合併による増減額
②－①

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：人）

主
要
歳
入
の
う
ち

地
方
交
付
税
の
変
化

行
政
サ
ー
ビ
ス
・

住
民
負
担
の
調
整

新
市
建
設
計
画
関
連
の
う
ち
、
合
併
特
例
債

を
借
り
入
れ
た
場
合
の
元
利
償
還
の
状
況

考えてみよう市町村合併

前
述
の
と
お
り
、
各
分
科
会
に
お

い
て
行
政
制
度
の
調
整
と
財
政
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
が
、

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
を

受
け
て
、
今
後
の
合
併
協
議
会
で
は

次
の
方
針
に
基
づ
い
て
行
政
制
度
等

を
調
整
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

１
　
現
状
の
社
会
情
勢
の
認
識
を

共
有
し
、
合
併
市
町
村
の
一
体

的
発
展
（
生
き
残
り
）
を
図
る

と
い
う
視
点
で
調
整
を
行
い
、

当
然
な
が
ら
で
き
る
こ
と
と
、

で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
認
識
し
な
が
ら
、
調
整

を
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
構
成
す
る
市
町
村
の
行
政
制

度
は
、
そ
の
地
域
性
や
歴
史
な

ど
に
起
因
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
違

い
が
当
然
あ
る
こ
と
か
ら
、
お

互
い
に
そ
の
違
い
を
尊
重
し
な

が
ら
調
整
を
図
る
も
の
と
す
る
。

３
　
八
市
町
村
の
行
政
制
度
比
較

の
結
果
、
住
民
が
受
け
る
サ
ー

ビ
ス
の
観
点
で
は
、
全
体
と
し

て
長
岡
市
の
制
度
が
充
実
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
ト
ー
タ
ル
と

し
て
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
考
え
た
と
き
、
基
本
的
に
は

長
岡
市
の
制
度
に
基
づ
い
た
調

整
を
目
安
に
行
う
も
の
と
す
る
。

八
市
町
村
が
合
併
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
か
と
い
う
目
標
が
、
新

市
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。

八
市
町
村
が
合
併
し
た
と
す
る

と
、
人
口
が
三
十
万
人
を
超
え
、
中

核
市
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

す
。

⑦
財
政
規
模
拡
大
に
よ
り
大
規
模
・

重
点
投
資
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

⑧
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
総
合

的
な
活
力
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

⑨
広
い
視
野
で
議
論
す
る
こ
と
に
よ

り
、
議
会
が
よ
り
活
性
化
さ
れ
ま

す
。

合
併
す
る
こ
と
に
対
し
て
の
不
安

こ
の
こ
と
を
前
提
に
、
合
併
後
の

新
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、「
地
域
の

個
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
世
界
を
視

野
に
入
れ
た
自
由
で
豊
か
な
発
想
の

基
に
、
未
来
に
向
け
た
都
市
を
創
造

し
、
誰
も
が
住
み
た
く
な
る
、
訪
れ

て
み
た
く
な
る
世
界
に
誇
れ
る
ま
ち

を
目
指
す
。」
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
新
市
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
も
行
政

制
度
調
整
と
同
様
に
、
あ
く
ま
で
も

今
後
の
合
併
協
議
会
で
決
定
さ
れ
て

い
く
も
の
で
す
。

①
管
理
部
門
等
の
効
率
化
に
よ
り
、

職
員
数
の
削
減
が
可
能
に
な
り
人

件
費
節
減
か
ら
行
財
政
が
効
率
化

さ
れ
ま
す
。

②
国
の
優
遇
措
置
で
、
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
よ
る
都
市
基
盤
が
整
備

さ
れ
ま
す
。

③
組
織
を
再
編
成
し
、
人
材
を
育
て

る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
住
民

へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し
ま
す
。

④
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
の
幅
が
広

が
る
と
と
も
に
、
よ
り
利
便
性
が

向
上
し
ま
す
。

⑤
広
域
的
な
観
点
か
ら
の
地
域
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

⑥
広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

よ
り
予
算
が
有
効
に
活
用
さ
れ
ま

や
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
不

安
や
懸
念
を
ど
の
よ
う
に
払
拭
し
、

合
併
後
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
し

て
い
け
ば
良
い
の
か
を
テ
ー
マ
に
研

究
会
で
検
討
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

上
段
左
表
の
よ
う
に
対
応
す
る
こ
と

で
、
こ
れ
ら
の
不
安
や
懸
念
は
解
消

さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。

合
併
研
究
会
で
研
究
、
検
討
を
す

る
中
で
、
合
併
す
る
と
し
た
場
合
に

調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
が

た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
研
究
会
と
し
て
の

一
応
の
方
向
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
、
協
議
会
で

さ
ら
に
調
整
を
進
め
て
、
行
政
制
度

な
ど
の
あ
り
方
を
一
つ
ず
つ
決
定
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

年
内
の
任
意
協
議
会
設
立
に
向
け

て
、
八
市
町
村
担
当
者
に
よ
る
設
立

準
備
会
で
組
織
構
成
、
審
議
内
容
、

負
担
金
な
ど
の
素
案
を
作
成
し
、
提

案
さ
れ
ま
す
。

合
併
の
是
非
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
総
意
の
も
と
に
論
ぜ
ら
れ
る
べ

き
も
の
で
す
。
今
後
も
合
併
に
関
す

る
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
栃
尾
市
の
将
来
を
い

っ
し
ょ
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

新
市
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

合

併

の

効

果

今
後
の
見
通
し

行
政
制
度
及
び
住
民
負
担
の

水
準
の
今
後
の
調
整
方
針

合
併
す
る
こ
と
の

不
安
、
懸
念
へ
の
対
応

合併への不安、懸念への対応

合併することに対しての不安、懸念
①合併すると地域の伝統や文化が失われる
のではないか。

②合併後には中心部だけが良くなって、周
辺部が取り残されてしまうのではないか。

③合併すると市役所や役場が遠くなり、今
よりも不便になるのではないか。

④市町村の規模が大きくなると、行政と住
民の結びつきが薄れ、住民の声が行政に
届きにくくなるのではないか。

おもに「地域振興策の実施」、「住
民自治の振興」等により解消

おもに「地域審議会の設置」、「住民の
一体感醸成策の実施」等により解消

おもに「支所の設置」、「支所間ネ
ットワークの充実」等により解消

おもに「地域審議会の設置」、「議
員特例の活用」、「支所の設置」等
により解消

対　応　策
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考えてみよう市町村合併



私
た
ち
が
水
を
守
る
た
め
に
で
き

る
こ
と
の
一
つ
に
、
下
水
道
が
あ
り

ま
す
。
下
水
道
は
私
た
ち
の
ふ
だ
ん

の
生
活
に
よ
っ
て
汚
れ
た
水
を
き
れ

い
に
し
て
自
然
に
返
し
ま
す
。
住
み

よ
い
環
境
と
豊
か
な
自
然
を
よ
み
が

え
ら
せ
る
の
が
下
水
道
の
役
割
で
す
。

市
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
大

切
に
し
、
豊
か
で
快
適
な
生
活
環
境

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
公
共
下
水

道
と
農
業
集
落
排
水
事
業
お
よ
び
合

併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
年
代
本
市
の
河
川
は
、

生
活
雑
排
水
や
工
場
排
水
に
よ
り
汚

濁
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。
生
活
環
境

の
悪
化
を
改
善
し
、
豊
か
な
自
然
環

境
を
守
り
快
適
な
生
活
を
お
く
れ
る

よ
う
、
昭
和
五
十
五
年
十
月
に
市
の

中
心
部
約
八
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
認
可

を
得
て
公
共
下
水
道
整
備
事
業
に
着

手
し
ま
し
た
。
下
水
道
管
渠
の
工
事

は
栃
尾
市
が
、
終
末
処
理
場
の
建
設

栃
尾
市
の
下
水
道

を
日
本
下
水
道
事
業
団
に
委
託
し
整

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
昭
和
六
十

二
年
九
月
に
一
部
使
用
開
始
し
、
現

在
で
は
認
可
面
積
約
五
九
一
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
整
備
済
み
面
積
五
一
七
・
九

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
中
心
部
以
外
は
、
農
業

集
落
排
水
事
業
に
よ
り
整
備
を
進
め

て
お
り
、
平
成
八
年
度
に
は
水
沢
お

よ
び
鴉
ヶ
島
地
区
、
平
成
九
年
度
に

は
塩
谷
地
区
で
事
業
に
着
手
。
水
沢

お
よ
び
鴉
ヶ
島
地
区
は
平
成
十
年
に
、

塩
谷
地
区
は
平
成
十
三
年
に
使
用
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
公
共
下
水
道
お
よ
び
農
業

集
落
排
水
事
業
で
市
内
約
八
〇
％
の

家
庭
が
、
下
水
道
の
使
用
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
残
り
約
二
〇

％
（
三
十
一
集
落
）
の
家
庭
は
合
併

処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
の
補
助
金
対

象
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
（
農
業
集
落
排
水
含
む
）

は
、
す
で
に
市
内
約
六
〇
％
の
家
庭

が
接
続
し
使
用
し
て
い
ま
す
。

○
住
み
よ
く
て
き
れ
い
な
ま
ち
に

家
庭
の
台
所
や
風
呂
な
ど
か
ら
出

る
生
活
雑
排
水
に
よ
り
、
家
の
ま
わ

約
八
〇
％
の
家
庭
で

使
用
可
能

一
日
も
早
く快

適
な
環
境
へ

η
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市
内

％
の
家
庭
で
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

80快
適
な
暮
ら
し
と

子
供
た
ち
に

豊
か
な
自
然
を

下水道使用可能区域人口

行政人口に
公共下水 農集使用

対する割合
年 度 使用可能 可能区域 合 計

区域人口 人口
昭和６２年度 4,652 4,652 19%
平成 ５年度 8,748 8,748 35%
平成１０年度 13,580 144 13,724 55%
平成１４年度 17,229 2,125 19,354 78%
※行政人口は、平成14年９月末現在の24,939人
※農集は農業集落排水のこと

下水道等接続人口

使用可能区域人口 接続人口 割 合
(A) (B) (B)/(A)

公共下水道 17,229 13,066 76%
農業集落排水 2,125 1,051 49%
合併浄化槽 4,202 558 13%
合 計 23,556 14,675 62%

全国名水百選に選ばれた杜々の森の湧水。
きれいな水をまもるため下水道につなぎま
しょう

ι
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り
の
水
路
が
よ
ご
れ
、
い
や
な
に
お

い
が
し
た
り
、
蚊
や
ハ
エ
が
わ
い
て

き
た
り
し
ま
す
。
下
水
道
が
で
き
る

と
、
汚
れ
た
水
は
地
下
の
下
水
道
管

を
通
る
の
で
、
家
の
ま
わ
り
の
水
路

に
は
雨
水
だ
け
が
流
れ
る
よ
う
に
な

り
、
き
れ
い
な
ま
ち
に
な
り
ま
す
。

○
川
や
海
も
き
れ
い
に

汚
れ
た
水
は
下
水
道
管
を
通
っ
て

下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
に
集
め
ら
れ
、

き
れ
い
な
水
に
よ
み
が
え
ら
せ
て
か

ら
川
に
流
し
ま
す
。
き
れ
い
に
な
っ

た
川
に
は
、
魚
や
川
の
生
き
物
た
ち

が
住
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
魚
た
ち

に
と
っ
て
住
み
よ
い
環
境
は
、
私
た

ち
に
と
っ
て
も
住
み
よ
い
環
境
で
す
。

子
ど
も
の
こ
ろ
遊
ん
だ
と
き
の
よ
う

に
川
や
海
が
美
し
く
な
り
ま
す
。

○
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
る
生
活
に

下
水
道
が
で
き
る
と
水
洗
式
の
卜

イ
レ
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

く
み
取
り
式
ト
イ
レ
に
比
べ
て
に
お

い
も
な
く
、
明
る
く
さ
わ
や
か
で
衛

生
的
に
な
り
ま
す
。

浄
化
槽
を
使
っ
て
水
洗
ト
イ
レ
に

し
て
い
る
家
も
、
浄
化
槽
を
な
く
し

て
直
接
下
水
道
へ
つ
な
ぎ
ま
す
の
で
、

浄
化
槽
の
点
検
や
清
掃
な
ど
維
持
管

理
の
心
配
が
な
く
な
り
ま
す
。

○
下
水
道
が
で
き
て
も
、
使
わ
な
け

れ
ば
住
み
よ
い
環
境
に
は
な
り
ま

せ
ん

こ
の
た
め
下
水
道
法
で
は
、
下
水

道
が
使
え
る
区
域
に
あ
る
家
や
事
業

所
は
、
ト
イ
レ
の
浄
化
槽
や
風
呂
、

台
所
な
ど
か
ら
で
る
水
を
、
す
み
や

か
に
下
水
道
に
つ
な
ぐ
こ
と
や
、
三

年
以
内
に
下
水
道
に
直
接
つ
な
が
っ

た
ト
イ
レ
に
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
は
、
下
水
道
の
整
備
促
進
を
図

る
た
め
、
公
共
下
水
道
処
理
区
域
内

に
お
い
て
、
排
水
設
備
の
設
置
お
よ

び
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
の
水
洗
ト
イ

レ
へ
の
改
造
、
し
尿
浄
化
槽
の
廃
止

を
行
う
人
に
対
し
、
必
要
な
資
金
の

融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
早
期

接
続
者
に
は
、
奨
励
金
制
度
も
設
け

て
い
ま
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
奨
励
金
制
度

早
期
接
続
の
た
め
の

制

度

市
税
、
下
水
道
受
益
者

対

象
負
担
金
の
滞
納
が
な
い
人
の
住
宅

金

額

▽
供
用
開
始
の
告
示
後
一
年
以
内

に
工
事
が
完
了
し
た
場
合
…
排

水
工
事
費
の
五
・
〇
％
（
最
高

三
万
円
）

▽
供
用
開
始
の
告
示
後
一
年
を
越

え
二
年
以
内
に
工
事
が
完
了
し

た
場
合
…
排
水
工
事
費
の
二
・

五
％
（
最
高
一
万
五
千
円
）

�
設
備
資
金
融
資
制
度

市
税
、
下
水
道
受
益
者

対

象
負
担
金
お
よ
び
上
・
下
水
道
使

用
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

融
資
限
度
額
・
利
率
な
ど

融
資
限
度
額
六
十
万
円
、
年
利

二
・
〇
％
（
平
成
十
四
年
度)

、

元
利
均
等
月
賦
償
還
…
三
十
六

月
以
内

各
家
庭
の
排
水
設
備
工
事
は
、
市

の
指
定
工
事
店
の
資
格
を
有
す
る
業

者
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在

市
は
、
市
外
の
業
者
も
含
め
六
十
四

社
指
定
し
て
い
ま
す
。

排
水
設
備
工
事
を
考
え
て
い
る
人

は
、
直
接
指
定
工
事
店
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
工
事
の
設
計
や
手
続
き
、

必
要
書
類
の
作
成
ま
で
工
事
店
が
行

い
ま
す
。

排
水
設
備
工
事
は

指
定
工
事
店
へ

工
事
店
名
簿
な
ど
は
、
下
水
道
課

に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

下
水
道
の
使
用
可
能
地
域
が
広
が

る
に
つ
れ
、
下
水
道
に
下
着
や
小
石
、

生
理
用
品
な
ど
が
流
入
し
、
そ
れ
が

原
因
で
市
内
各
所
に
設
置
し
て
あ
る

下
水
道
ポ
ン
プ
の
故
障
が
多
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
水
に
溶
け
な
い
物

は
、
絶
対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
天
ぷ
ら
油
な
ど
の
廃
油
は

下
水
道
管
の
詰
ま
る
原
因
と
な
り
ま

す
の
で
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ん
の
ほ
ん
の
少
し
の
思
い
や
り
を

お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
依
頼
書
は
市
内
各
金
融

機
関
に
あ
り
ま
す
。

今
年
の
十
月
か
ら
下
水
道
使
用
料

は
、
ガ
ス
水
道
料
金
と
一
緒
の
請
求

と
な
り
ま
し
た
。
ガ
ス
水
道
料
金
を

口
座
振
替
で
支
払
っ
て
い
る
人
は
、

届
け
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
細
は
、
ガ
ス
水
道
局
（

‐
52

５
８
２
６
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
は
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
公
共

マ
ナ
ー
を
守
っ
て

使
い
ま
し
ょ
う

使
用
料
の
支
払
い
は

便
利
な
口
座
振
替
を

合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
事
業
に
つ
い
て

下
水
道
と
農
業
集
落
排
水
事
業
で
整

備
し
な
い
三
十
一
集
落
（
入
東
谷
・

西
谷
・
中
野
俣
・
半
蔵
金
の
各
地
区

な
ら
び
に
一
之
貝
・
軽
井
沢
・
比
礼

・
本
津
川
・
土
ヶ
谷
・
栃
倉
・
大
倉

・
入
塩
川
・
本
所
・
島
田
・
山
葵
谷

・
葎
谷
・
平
中
野
俣
・
九
川
・
塩

中
）
に
つ
い
て
、
補
助
金
を
交
付
し

て
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
の
推
進
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用

し
て
既
に
百
二
十
五
世
帯
が
合
併
浄

化
槽
を
設
置
し
、
快
適
な
生
活
環
境

へ
の
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
心
配
し
て
い
る
水
質
な

ど
は
、
適
切
な
保
守
点
検
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
公
共
下
水
道
の
処

理
水
と
同
等
の
基
準
を
確
保
し
て
い

ま
す
。

五
人
槽
の
場
合
…
六
十

補
助
金

万
円
以
内

下
水
道
課

‐
５
８
４
８

問
合
せ

52

きれいな水によみがえらせてから川に
流します(市政バスでの視察)

刈
谷
田
川
で
遊
ぶ
東
谷
小
の
児
童
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第22回ふれあい昼食会

ひとり暮らしのお年寄りを招
小
林
亜
星

市
民
文
化
講
演
会

｢

詩
の
き
れ
い
な
歌
を
聴
か
せ
て
ほ
し
い｣

子
ど
も
た
ち
に
木
と
水

と
緑
を
残
そ
う
と
始
め
た

繁
窪
百
年
の
森
づ
く
り
は
、

今
年
で
四
年
目
を
迎
え
、

区
民
な
ど
約
百
四
十
人
が

参
加
し
、
百
三
十
本
の
ブ

ナ
の
苗
木
を
植
え
ま
し
た
。

地
球
に
や
さ
し
い
環
境
づ

く
り
を
目
指
す
こ
の
活
動

に
は
、
子
ど
も
た
ち
も
参

加
し
、
地
域
を
再
認
識
す

る
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

守
門
の
里
で
は
、
毎
年
市
内
の
保
育
園
の

年
長
児
を
招
待
し
て
い
も
掘
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。
十
月
一
日
に
中
央
保
育
所
と
白
山
保

育
所
、
八
日
に
は
双
葉
保
育
園
、
善
昌
寺
保

育
園
、
芳
香
稚
草
園
の
園
児
が
訪
れ
い
も
掘

り
に
挑
戦
。
固
い
土
に
手
こ
ず
り
な
が
ら
掘

り
進
む
と
、
大
き
な
い
も
が
次
か
ら
次
に
顔

を
出
し
山
積
み
の
い
も
に
大
感
激
。
お
や
つ

の
時
間
が
と
て
も
待
ち
遠
し
そ
う
で
し
た
。

十
月
十
日
、
小
林
亜
星
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、｢

歌
は

世
に
つ
れ
、
世
は
歌
に
つ
れ
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
民
会
館

で
文
化
講
演
会
を
開
催
。

小
林
さ
ん
は
、｢
昔
に
比

べ
現
代
は
生
活
の
リ
ズ
ム

も
音
楽
の
リ
ズ
ム
も
早
く

な
っ
て
い
ま
す
。
子
供
た

ち
と
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
し

て
も
ら
い
た
い
。
詩
の
き

れ
い
な
歌
を
聴
か
せ
て
あ

げ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

／

繁
窪
百
年
の
森
づ
く
り
10

26

保育園児がいも掘り

越
後
や
ま
な
み
ラ
イ
ン
沿
線
市
町
村

が
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
お
り
な
す
と
道

の
駅
に
集
結
し
、
第
四
回
街
道
ま
つ
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
汗
ば
む
ほ
ど
の
晴
天
に
恵

ま
れ
、
各
地
の
特
産
品
を
買
い
求
め
る

人
、
屋
台
の
味
に
舌
鼓
を
打
つ
人
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
掘
り
出
し
物
を
探

す
人
で
ご
っ
た
返
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
村
松
町
の
は
し
ご
乗
り
の
妙
技
が

披
露
さ
れ
、
栃
尾
て
ま
り
や
竹
細
工
の

実
演
、
陶
芸
体
験
、
観
光
施
設
の
招
待
券
や
特
産
品
が
当
た
る
や
ま
な
み
ラ
イ

ン
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

終日にぎわったおりなす交流広場

楽
し
そ
う
に
思
い
思
い
の
絵
を

描
く
子
ど
も
た
ち

Ｊ
Ｃ
ス
ク
ー
ル
が
、
お
り
な
す
せ
せ
ら
ぎ
広
場
で
街
道
ま

つ
り
と
同
時
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
「
未
来
を
創
る
子
ど
も

た
ち
か
ら
バ
ス
に
好
き
な
絵
を
描
い
て
も
ら
っ
て
走
ら
せ
よ

う

」
と
、
栃
尾
青
年
会
議
所(

藤
崎
徳
康
理
事
長)

が
企
画
。

=

約
百
二
十
人
の
子
ど
も
た

ち
の
夢
と
希
望
を
乗
せ
た

バ
ス
は
、
十
一
月
中
旬
こ

ろ
ま
で
市
内
の
路
線
バ
ス

と
し
て
走
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
こ
の
日
は
ベ
ン
チ

と
テ
ー
ブ
ル
十
セ
ッ
ト
を

作
っ
て
自
由
な
発
想
で
絵

を
描
き
、
市
に
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
。
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

十
月
十
六
日
、
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
愛
の
は
が
き
運
動

グ
ル
ー
プ
」
の
協
力
を
得
て
、
市
内
の
ひ

と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
を
皆
楽
荘
に
招

待
し
、
昼
食
会
を
開
催
。
約
百
十
人
が
参

加
し
、
地
域
の
踊
り
の
会
の
皆
さ
ん
の
民

踊
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
お
楽
し
み
抽

選
会
な
ど
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

「
大
き
く
な
っ
て
ね

」
と
や

=

さ
し
く
ブ
ナ
の
苗
木
を
植
え
る

中
野
俣
小
学
校
の
児
童
た
ち

踊りの会の皆さんの民踊
を楽しむ参加者

｢どんないもが出てくる
かな？」とわくわくする
園児たち

第 回ＪＣスクール31

=走れ、夢バス

／

街
道
ま
つ
り
10

13

R290

公
演
す
る
小
林
さ
ん

κ

||||| |||||広報とちお14.11.5 まちの話題

／
６

第

回

市
民
芸
能
祭

1 6

10

七
回
目
を
迎
え
た
今
年

の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
遠
く

山
口
県
な
ど
全
国
各
地
か

ら
百
四
十
五
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
期
間
中
、

松
戸
市
民
芸
か
ぼ
ち
ゃ
愛

好
会
な
ど
県
内
外
か
ら
多

く
の
人
が
訪
れ
、
交
流
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
一
般
の

部
で
鈴
木
ミ
ツ
さ
ん
（
森
上
）
、
子
供
の
部
で
高
頭
智
也
さ
ん

（
長
岡
市
）
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

警
察
署
は
、｢

全
国
地
域
安
全
運
動
」
の

一
環
と
し
て
、
栃
尾
地
区
防
犯
組
合
な
ど
の

協
力
を
得
て
、
文
化
セ
ン
タ
ー
周
辺
や
中
央

公
園
、
越
後
交
通
周
辺
な
ど
に
止
め
て
あ
る
、

自
動
車
・
自
転
車
・
バ
イ
ク
な
ど
を
点
検
。

カ
ギ
の
か
け
忘
れ
や
、
未
登
録
の
も
の
に
注

意
札
を
付
け
、
注
意
を
促
し
ま
し
た
。

公
民
館
と
八
地
区
の
分
館
で
活
動
し
て
い
る
皆
さ
ん
の

成
果
発
表
の
場
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
市
民
芸
能

祭
が
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
民
踊
グ
ル
ー

プ
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
歌
声
教
室
参
加
者
や

友
情
出
演
者
ら
が
、
カ

ラ
オ
ケ
や
民
舞
な
ど
三

十
二
曲
を
熱
演
。
詰
め

掛
け
た
大
勢
の
観
客
か

ら
は
、
出
演
者
に
暖
か

い
声
援
と
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

栃
尾
お
か
め
か
ぼ
ち
ゃ

／

〜

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
10

19

27

栄
町
、
文
納
、
上
樫
出
の
各
地
区
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
完
成

栄
町
区
で
は
、
公
民
館
が
老
朽
化

し
手
狭
に
な
っ
た
た
め
、
市
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備
事
業
補
助
金
の

交
付
を
受
け
、
旧
ニ
ッ
ト
会
社
の
土

地
と
建
物
を
購
入
。
改
造
を
終
え
た

月
４
日
、
新
公
民
館
の
竣
工
式
を

10行
い
ま
し
た
。

文
納
地
区
に
は
、
地
域
住
民
の
福

祉
の
向
上
を
図
る
た
め
の
地
区
住
民

セ
ン
タ
ー
「
文
納
集
落
セ
ン
タ
ー
」

が
完
成
。

月
６
日
、
区
民
た
ち
が

10

餅
を
つ
い
て
祝
い
ま
し
た
。

ま
た
、
上
樫
出
区
で
は
、
今
年
度

が
最
後
と
な
っ
た
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
整
備
事
業
（
県
・
市
補
助
）
の
採

択
を
受
け
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が

完
成
。

月

日
、
秋
祭
り
と
同
じ

10

14

餅をまいて完成を祝った
文納集落センター

コミュニティ施設に改造した
栄町新公民館

日
に
竣
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

各
区
と
も
新
し
い
施
設
の
竣
工
を

祝
い
ま
し
た
が
、
「
地
域
の
活
性
化

に
役
立
た
せ
た
い
」
と
い
う
佐
藤
春

作
文
納
区
長
の
式
辞
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
、
今
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

美
術
館
で
は
、
滝
の
下
町
出
身
の
陶

芸
家
、
齋
藤
三
郎
さ
ん
と
次
男
の
尚
明

さ
ん
の
父
子
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
展
覧
会
は
、
父
子
の
作
品
を
同

時
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
あ
っ
て
、

市
内
外
か
ら
多
く
の
愛
好
家
が
訪
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
ぜ
ひ
、
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ユーモラスな顔が並び子どもたちも
楽しんだ全国コンクール

齋藤父子の作品に見入る
観覧者

総合体育館下の自転車を点検

２００2地域安全運動
10／11ｉｎとちお

秋祭りと同じ日に完成を祝った
上樫出ふれあいセンター

美術館

齋藤三郎・尚明父子展
！12月８日まで好評開催中

大川戸婦人会｢博多どんたく｣



λ

||||| |||||広報とちお14.11.5まちの話題

栃
尾
市
野
球
連
盟

周
年
記
念
式
典

80

今
年
で
十
二
周
年
を
迎
え
た

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
、
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
東
谷
小
児
童
に
よ
る
体

験
発
表
の
あ
と
、
ア
ル
ミ
の
会
、

牛
乳
パ
ッ
ク
の
会
、
リ
ン
ゴ
の

会
が
寸
劇
を
披
露
。
ま
た
、
友

情
出
演
者
の
歌
や
踊
り
に
お
ひ

ね
り
が
飛
び
会
場
は
笑
い
に
包

ま
れ
る
な
ど
、
楽
し
い
雰
囲
気

の
中
で
満
員
の
観
衆
に
リ
サ
イ

ク
ル
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

「
茨
木
童
子
で
村
お
こ
し
を
し
よ
う

」

=

と
、
軽
井
沢
区
と
栃
尾
異
業
種
交
流
会
「
秋

葉
」
が
昨
年
始
め
た
鬼
ぎ
り
ま
つ
り
。
鬼
ぎ

り
、
童
子
を
ま
つ
る
祠
、
稚
児
清
水
な
ど
の

ほ
こ
ら

企
画
が
着
目
さ
れ
、
そ
れ
を
題
材
に
し
た
漫

画
が
漫
画
ゴ
ラ
ク
に
連
載
さ
れ
る
な
ど
、
全

国
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
市
内
外

か
ら
訪
れ
た
人
た
ち
が
、
鬼
ぎ
り
を
ほ
お
ば

り
な
が
ら
鬼
談
義
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

十
月
二
十
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
栃
尾
市
野
球
連
盟
八

十
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
大
井
実
行
委
員
長
が
、｢

先
輩
ら
が
築
い
て

き
た
八
十
年
に
感
謝
し
、

二
十
年
後
の
百
周
年
で
も

皆
さ
ん
と
元
気
に
お
会
い

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

元
・
前
連
盟
会
長
や
審

判
な
ど
と
し
て
尽
力
さ
れ

た
七
人
と
、
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
と
し
て
五
十
年
間
活
動

し
て
い
る
一
ク
ラ
ブ
に
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

／

第
６
回
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

10

13

み
ん
な
で
広
げ
よ
う
リ
サ
イ
ク
ル
の
輪

あ
い
さ
つ
す
る
大
井
義
夫

実
行
委
員
長

10／27鬼ぎりまつり

流
域
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
探
訪
ハ
イ
キ
ン
グ

上
流
域
の
く
ら
し
を
み
ん
な
で
考
え
よ
う

十
月
十
九
・
二
十
日
、
刈
谷
田

川
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
「
栃
尾
の
森

で
く
ら
し
と
農
業
を
考
え
る
」
と

題
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。

こ
れ
は
、
県
内
の
農
業
団
体
や

大
学
、
農
業
者
、
行
政
な
ど
が
参

加
す
る
中
山
間
地
域
の
暮
ら
し
と

農
林
業
を
考
え
る
グ
ル
ー
プ
「
流

域
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
主
催

し
た
も
の
で
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
パ
ネ
ラ

活
発
に
意
見
を
交
わ
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

栃
尾
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
総
合
体
育
館
で
第
二

十
九
回
体
育
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
市
内
各
地
の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
約
七
百
人

が
参
加
。
「
ケ
ガ
の
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
競
技
上
の
注

意
を
よ
そ
に
、
カ
ン
釣
り
競
走
、
ス
プ
ー
ン
レ
ー
ス
、
パ

ン
食
い
競
走
な
ど
五
種
目
の
競
技
に
、
勝
利
を
目
指
し
て

パ
ワ
ー
全
開
で
戦
い
を
繰
り
広
げ
、
栃
尾
地
区
が
優
勝
。

参
加
者
は

ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
み
、

健
康
で
さ

わ
や
か
な

心
身
の
増

進
と
親
睦

を
図
り
ま

し
た
。

や
県
の
農
政
担
当
職
員
ら
と
活
発

な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
早
朝
か
ら
約
三
時

間
か
け
て
、
半
蔵
金
か
ら
田
代
、

西
中
野
俣
の
間
の
棚
田
を
見
て
歩

き
ま
し
た
。

「
み
ん
な
で
広
げ
よ
う
リ

サ
イ
ク
ル
の
輪
」
と
呼
び

か
け
る
実
行
委
員
会

霧の中、半蔵金の棚田を歩く参加者

希少な軽井沢米の鬼ぎ
り、きのこ汁など地域
ならではの味を賞味す
る観光客

10／22市老連体育大会
=オールドパワー炸裂

語呂合わせの相手を探す交通
安全標語語呂合わせ競走

ー
と
し
て
参
加
し
た
、
郷
土
史

家
の
石
田
哲
弥
さ
ん
が
栃
尾
の

歴
史
と
風
土
に
つ
い
て
講
演
し
、

と
ち
お
夢
し
お

の
葛
綿
弘
義

21

さ
ん
は
上
塩
谷
地
域
の
ま
ち
お

こ
し
に
つ
い
て
、
栃
尾
食
品
（株）

の
嶋
田
恵
吉
さ
ん
は
あ
ぶ
ら
げ

で
使
う
大
豆
に
つ
い
て
、
西
中

野
俣
の
金
内
純
一
さ
ん
は
中
山

間
地
域
の
直
接
支
払
制
度
に
つ

い
て
話
し
、
新
潟
大
学
の
教
授

µ
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／

あ
ぶ
ら
げ
・コ
シ
ヒ
カ
リ
ま
つ
り
10

27

音
楽
学
習
の
成
果
を
発

表
し
、
鑑
賞
し
合
う
こ
と

を
通
し
て
児
童
、
生
徒
の

交
流
を
図
り
親
睦
を
深
め

よ
う
と
、
毎
年
開
催
し
て

い
る
小
中
学
校
音
楽
会
。

中
学
校
の
吹
奏
楽
を
は
じ

め
小
学
校
の
合
唱
、
合
奏
、

和
太
鼓
演
奏
な
ど
、
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
奏
で
て
い
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
番
組｢

大
食
い
・
早
食
い
大
会｣

に
出
場
し
て
い
る
埼
玉
県
の
木
村
登
志

男
さ
ん
が
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
る
巻

寿
司
を
立
ち
上
が
っ
て
両
手
で
持
ち
、

四
分
六
秒
で
食
べ
終
わ
り
優
勝
。
「
来

年
こ
そ
新
記
録
を
出
し
た
い
」
と
早
く

も
来
年
の
出
場
を
約
束
し
、
賞
品
の
地

元
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
を

受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

メ
イ
ン
の
巨
大
あ
ぶ
ら
げ
作
り
は
、

畳
一
枚
ほ
ど
あ
る
大
き
な
あ
ぶ
ら
げ
が
、

約
一
時
間
で
完
成
。
そ
の
熱
々
の
あ
ぶ

あ
つ
あ
つ

前
日
か
ら
の
雨
も
あ
が
り
市
内
外

か
ら
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
、
杜
々

の
森
名
水
公
園
で
あ
ぶ
ら
げ
・
コ
シ

ヒ
カ
リ
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

揚
げ
た
て
の
あ
ぶ
ら
げ
や
き
の
こ

汁
、
お
で
ん
な
ど
に
長
蛇
の
列
が
で

き
、
冷
え
た
体
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

恒
例
と
な
っ
た
あ
ぶ
ら
げ
巻
寿
司

早
食
い
大
会
は
、
大
会
記
録
三
分
八

秒
に
二
十
一
人
が
挑
戦
。
奈
良
県
の

夫
婦
や
記
録
保
持
者
ら
が
出
場
し
タ

イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。
結
果
民
放
の

／

小
中
学
校
音
楽
会
10

13

子
育
て
支
援
事
業

親
子
で

を
楽
し
む

シ
ン
デ
レ
ラ

十
月
二
十
六
日
、
市
民
会
館
で
マ
ス

ク
プ
レ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団
飛
行
船

に
よ
る
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
が
十
二
時
と

十
五
時
の
二
回
公
演
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
七
年
か
ら
行
っ
て
い

る
子
育
て
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、

親
子
で
芸
術
文
化
に
親
し
ん
で
も
ら
う

た
め
市
内
の
保
育
所
や
保
育
園
、
幼
稚

園
の
父
母
の
会
な
ど
実
行
委
員
会
が
主

催
し
た
も
の
で
す
。

会
場
は
、
子
供
た
ち
の
楽
し
そ
う
な

笑
い
声
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

シ
ン
デ
レ
ラ
の
舞
踏
会
シ
ー
ン

栃
尾
カ
ラ
オ
ケ
協
会
は
、
歌
と
踊
り
の
祭
典
を
市
民
会

館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
祭
典
は
会
員
に
よ
る
自

慢
の
カ
ラ
オ
ケ
の
披
露
を
は
じ
め
、
踊
り
や
プ
ロ
歌
手
の

歌
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
フ
ァ

ン
も
多
く
、
心
の
込

っ
た
歌
と
踊
り
に
、

満
場
の
観
客
か
ら
惜

し
み
な
い
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
集
ま
っ
た

八
万
六
千
百
四
十
九

円
の
浄
財
は
、
善
意

銀
行
を
通
じ
て
い
ず

み
苑
や
守
門
の
里
な

ど
の
福
祉
施
設
に
配

分
さ
れ
ま
す
。

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
十
月
二
十

六
日
、
県
剣
道
界
を
担
う
選
手
が
参
加

し
最
も
権
威
の
あ
る
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
に
は
、
滝
の
下
町
の
佐

藤
弘
則
さ
ん
が
高
段
者
七
段
の
部
に
出

場
し
て
健
闘
。
中
・
高
校
生
も
レ
ベ
ル

の
高
い
試
合
を
見
る
機
会
を
得
て
、
国

体
に
向
け
た
ス
テ
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

荷頃小学校（３年生から６年生36人）
による合奏「水戸黄門」

息詰まる熱戦が繰り広げ
られた県剣道大会

10／20善意銀行基金チャリティショー

歌と踊りの祭典

会場の人たちと「青い山脈」を合唱する
カラオケ協会のみなさん

第31回新潟県高段者剣道大会
第21回新潟県剣道選手権大会

大勢の観客は優勝した木村さんに釘付け

ら
げ
は
、
長
い
列
を
作
り
待
ち
わ
び
て

い
た
観
光
客
千
人
あ
ま
り
に
試
食
と
し

て
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
観
光
客
な
ど

大
勢
の
人
た
ち
が
、
栃
尾
の
名
物
と
秋

を
一
日
楽
し
み
ま
し
た
。



今
年
も
「
道
の
駅
」
で
開
催
さ
れ

た
、
第
二
十
八
回
農
業
ま
つ
り
。

メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
た
交
流
広
場

に
は
、
秋
野
菜
、
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
、

牛
乳
、
豚
肉
、
果
物
な
ど
の
即
売
コ

ー
ナ
ー
が
ず
ら
り
。
朝
か
ら
降
っ
て

い
た
雨
も
開
店
前
に
は
上
が
り
、
新

鮮
で
安
い
と
評
判
の
即
売
品
コ
ー
ナ

ー
の
前
に
は
行
列
が
で
き
、
開
店
と

同
時
に
早
速
お
目
当
て
の
品
を
買
い

求
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
焼
き

肉
、
牛
乳
、
米
菓
子
、
焼
き
い
も
、

も
ち
な
ど
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
に
も
長

蛇
の
列
。
こ
の
ほ
か
、
錦
鯉
す
く
い

大
会
や
、
お
り
な
す
で
は
、
栃
尾
郷

病
院
に
よ
る
健
康
相
談
、
小
中
学
生

の
記
念
画
展
、
も
ち
つ
き
体
験
、
お

楽
し
み
ゲ
ー
ム
、
正
午
か
ら
は
て
ま

り
ホ
ー
ル
で
歌
と
踊
り
の
つ
ど
い
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

品
評
会
総
合
表
彰
式
で
は
、
各
部

門
な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

梅
沢
清

▽
と
ち
お
米
コ
シ
ヒ
カ
リ

一(

森
上)

大
橋
一
郎(

金

▽
ブ
ド
ウ

沢)

多
田
政
信

▽
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

(
平)

神
保
マ
ツ
エ

▽
や
わ
肌
ネ
ギ

(

人
面)

斎
藤
一

▽
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

郎(

本
津
川)

渡
辺
昭
次(

小

▽
乳
牛

▽
肉
豚

▽

貫)
斎
藤
一
郎(

本
津
川)

井
良
沢

敬(

赤

錦
鯉
総
合
優
勝

谷)
椛
沢
優
希

▽
小
学
校
低
学
年
の
部

▽
小
学
校
高
学
年
の
部

(

栃
尾
東
小)

▽
中
学
生

山
口
浩
志(

栃
尾
東
小)

林

春
菜(

刈
谷
田
中)

の
部

ν
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収穫の秋・実りの秋を楽しむ

1 0 月2 7 日

（
敬
称
略
）

◇
最
優
秀
賞

（
敬
称
略
）

◇
記
念
図
画
最
優
秀
賞

総合表彰式

新鮮な野菜など特産品が飛ぶように売れた
即売コーナー

と

き

月

日

時

分
〜

時

分

11

23

（土）

10

30

18

30

日

時

分
〜

時

分

24

（日）

10

30

16

00

と
こ
ろ

東
京
表
参
道
・
新
潟
館
ネ
ス
パ
ス

自
慢
市

特
産
品
コ
ー
ナ
ー

コ
シ
ヒ
カ
リ
、
地
酒
、
餅
、
銘

菓
、
甘
酒
、
お
か
ら
茶
、
よ
も

ぎ
う
ど
ん
、
工
芸
品
な
ど
を
販
売
。

げ
ん
き
野
菜
市

採
れ
た
て
新
鮮

秋
の
栃
尾

=

産
野
菜
を
販
売
。

日
本
一
の
ジ
ャ
ン
ボ
あ
ぶ
ら
げ

栃
尾
名
物
、
わ
ら
じ
サ
イ
ズ
の

ジ
ャ
ン
ボ
あ
ぶ
ら
げ
の
製
作
実

演
と
試
食
サ
ー
ビ
ス
。

空
家
・
宅
地
紹
介

大
自
然
の
中
で
暮
ら
し
て
み
た

い
な
と
思
っ
て
い
る
人
に
情
報

提
供
。

ご
っ
つ
ぉ
コ
ー
ナ
ー

の
っ
ぺ
を
は
じ
め
、
懐
か
し
い

郷
土
料
理
が
い
っ
ぱ
い
。

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
も
り
だ
く
さ
ん

と
ち
お
て
ま
り
の
製
作
実
演
・

体
験
・
販
売
。
道
院
高
原
や
名

水
百
選
杜
々
の
森
観
光
紹
介
な
ど
。

企
画
財
政
課

‐
５

問
合
せ

52

８
１
６

栃
尾
な
ら
で
は
の
豊
か
な
自
然
と
農
村
文
化
、食
、工
芸
な
ど
を
、見
て
、触
っ
て
、味

わ
っ
て
ま
る
ご
と
体
験
し
て
も
ら
い
、栃
尾
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
、表
参
道
・新

潟
館
ネ
ス
パ
ス
（東
京
都
渋
谷
区
）で
「と
ち
お
自
慢
市
」を
開
催
し
ま
す
。

「懐
か
し
く
て
う
ん
め
え
も
ん
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
す
け
、来
て
く
ら
っ
し
ゃ
い

」と
、首

=

都
圏
な
ど
に
お
住
ま
い
の
親
戚
や
友
人
た
ち
に
、ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

農
協
女
性
部
の
皆
さ
ん
が
出
演
し
た

歌
と
踊
り
の
集
い

こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
は
、
次
に

該
当
す
る
人
が
投
票
で
き
ま
す
。

◇
昭
和

年

月

日
以
前
に
生
ま

57

11

18

れ
た
人
で
、
平
成

年
８
月
９
日

14

以
前
に
栃
尾
市
で
住
民
票
が
作
成

さ
れ
、
引
き
続
い
て
栃
尾
市
に
住

所
が
あ
る
人
が
投
票
で
き
ま
す
。

◇
平
成

年

月

日
以
降
に
市
内

14

10

29

で
転
居
し
た
人
は
、
転
居
前
の
投

票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
投
票
日
ま
で
に
転
出
し
た
人
は
、

投

票

で

き

る

人

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

入
場
券
は
、
４
月
に
行
わ
れ
た
参

議
院
議
員
補
欠
選
挙
時
と
同
じ
よ
う

に
、
ハ
ガ
キ
（
は
く
り
シ
ー
ル
式
）

で
世
帯
主
宛
に
郵
送
し
ま
す
。
投
票

日
に
は
、
各
自
ハ
サ
ミ
で
切
り
離
し

て
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
投
票
所
の
設
置
場
所
お
よ

び
投
票
で
き
る
時
間
は
入
場
券
に
記

載
し
て
あ
り
ま
す
が
、
投
票
所
を
閉

入
場
券
は
ハ
ガ
キ
で

じ
る
時
刻
の
繰
り
上
げ
を
行
う
投
票

所
（
左
表
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

市
長
選
挙
の
投
票
は
、
不
在
者
投

票
、
点
字
投
票
を
除
い
て
記
号
式
で

行
い
ま
す
。

投
票
用
紙
は
水
色
で
、
あ
ら
か
じ

投

票

の

方

法

め
候
補
者
の
氏
名
が
黒
の
文
字
で
印

刷
し
て
あ
り
ま
す
。

投
票
し
よ
う
と
す
る
候
補
者
の
氏

名
の
上
の
「
○
を
つ
け
る
欄
」
に
、

備
え
付
け
の
ゴ
ム
印
で
○
印
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。
（
ス
タ
ン
プ
台
を
使

わ
な
く
て
も
よ
い
ゴ
ム
印
で
す
）

投
票
日
に
次
の
よ
う
な
理
由
で
投

票
所
に
行
っ
て
投
票
で
き
な
い
見
込

み
の
人
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

・
自
営
業
の
人
、
冠
婚
葬
祭
や
市
外

で
の
長
期
の
仕
事
な
ど
の
予
定
の

あ
る
人

・
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
な
ど
の
私
用

不

在

者

投

票

で
、
投
票
日
に
投
票
区
内
に
い
な

い
人

・
病
気
や
ケ
ガ
、
妊
娠
な
ど
の
理
由

で
歩
け
な
い
人

◇
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

告
示
日
の

月

日

か
ら
投
票

11

10

（日）

日
前
日
の

月

日

ま
で
の
７

11

16

（土）

日
間
（
期
間
中
は
、
土
・
日
曜
日

も
投
票
で
き
ま
す
）

◇
投
票
で
き
る
時
間

午
前
８
時

分
か
ら
午
後
８
時
ま

30

で
（
昼
休
み
も
可
）

◇
投
票
の
場
所

市
役
所
・
選
挙
事
務
室
（
４
階
）

◇
持
参
す
る
も
の

入
場
券
（
届
い
て
い
る
場
合
）

◇
投
票
の
方
法

記
名
式
（
候
補
者
名
を
記
載
）
で

行
い
ま
す栃

尾
市
選
挙
管
理
委
員
会

問
合
せ

選
挙
事
務
室

‐
２
１
５
５

52
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月

日
は
、市
長
選
挙
の
投
票
日

11

17〜

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
を

〜

任期満了に伴う栃尾市長選挙は、
来る 月 日の日曜日が投票日で11 17
す。
投票日には、ご近所お誘い合わ

せのうえ、家族そろって投票しま
しょう。

投票区 投 票 所 閉じる時刻

第８投票区 小貫公民館 午後７時
第９投票区 土ケ谷公民館 午後７時
第10投票区 水沢公民館 午後７時
第16投票区 梅野俣集落センター 午後７時
第17投票区 葎谷集落開発センター 午後７時
第18投票区 山葵谷集落開発センター 午後７時
第21投票区 菅畑集落開発センター 午後７時
第23投票区 入東谷生活改善センター 午後７時
第24投票区 吹谷地区多目的集会 午後７時センター
第25投票区 栗山沢冬期健康増進 午後６時センター
第28投票区 軽井沢集落開発センター 午後６時
第29投票区 比礼集落センター 午後７時
第30投票区 田之口活性化センター 午後７時
第31投票区 栃尾市立西谷小学校 午後７時
第32投票区 森上集落センター 午後６時
第33投票区 栃尾市立中野俣小学校 午後７時
第34投票区 新山克雪センター 午後６時
第36投票区 繁窪地区多目的集落 午後６時センター
第36投票区 半蔵金防雪センター 午後６時
※投票所を開く時刻は、36カ所のすべての投票所
とも午前７時です

開 票
◇と き 月 日（日）11 17

午後９時～
◇ところ 栃尾市総合体育館

◎参観者は、静穏にご観覧くださ
い。また、参観人席での携帯電
話などの使用はご遠慮ください。

投票所を閉じる時刻の繰り上げを行う投票所



中
央
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
数
年

前
か
ら
保
護
者
の
間
に
閉
鎖
の
噂
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
一
月
策

定
し
た
行
政
改
革
大
綱
の
中
に
公
立

保
育
所
の
閉
所
が
盛
り
込
ま
れ
、
今

年
六
月
の
広
報
と
ち
お
で
行
政
改
革

の
平
成
十
三
年
度
の
実
施
状
況
と
平

成
十
四
年
度
の
実
施
計
画
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
た
中
で
、
中
央
保
育
所

の
閉
所
延
期
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
平
成
十
五
年
度
の
入

所
申
込
に
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
保
護
者
は
中
央
保
育
所
の

存
続
を
求
め
る
会
を
作
っ
て
署
名
活

動
を
行
い
、
中
央
保
育
所
の
閉
所
に

反
対
す
る
地
域
住
民
二
千
百
二
十
四

人
の
嘆
願
署
名
を
集
め
、
市
長
に
提

出
し
ま
し
た
。

市
長
は
、
「
行
政
改
革
大
綱
の
中

で
は
閉
所
を
前
提
に
考
え
て
い
た
が
、

レ
ッ
ク
三
和
の
団
地
、
ト
ッ
ピ
イ
、

若
者
世
帯
向
け
住
宅
の
建
設
な
ど
、

市
内
で
も
発
展
し
て
い
る
地
域
な
の

で
、
こ
れ
か
ら
の
入
所
児
童
の
増
加

を
考
え
、
昨
年
八
月
閉
所
の
延
期
を

決
定
し
た
。
少
子
化
な
ど
時
代
の
変

化
も
あ
る
の
で
、
将
来
も
ず
ー
っ
と

閉
所
し
な
い
と
い
う
約
束
は
出
来
な

い
が
、
中
央
保
育
所
は
当
面
閉
所
し

な
い
。
入
所
者
や
区
長
な
ど
へ
の
説

明
や
同
意
を
得
な
い
で
閉
所
す
る
よ

う
な
こ
と
は
絶
対
し
な
い
」
旨
回
答

し
ま
し
た
。

ま
た
、
保
育
所
の
入
所
に
つ
い
て

は
、
「
厚
生
労
働
省
の
基
準
が
変
更

さ
れ
、
地
域
割
り
が
な
く
な
り
市
外

の
保
育
所
へ
の
入
所
、
市
外
児
童
の

市
内
保
育
所
へ
の
受
入
を
は
じ
め
、

保
護
者
が
保
育
所
の
サ
ー
ビ
ス
の
質

に
よ
り
入
所
す
る
保
育
所
を
選
択
す

る
時
代
で
あ
る
」
点
と
、
「
国
で
は
、

民
間
に
任
せ
ら
れ
る
も
の
は
民
間
に

任
せ
て
い
く
と
い
う
方
針
で
あ
り
、

栃
尾
市
も
民
間
保
育
所
の
保
育
環
境

の
充
実
を
踏
ま
え
、
出
来
る
だ
け
民

間
に
お
願
い
し
て
い
き
た
い
が
、
閉

所
に
当
た
っ
て
は
地
元
に
説
明
を
行

い
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
て
実
施
す

る
」
旨
方
針
を
説
明
し
理
解
を
求
め

ま
し
た
。
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モ
ズ
が
枯
れ
木
で
鳴
い
て
い
る

オ
イ
ラ
は
わ
ら
を
叩
い
て
る

た
た

わ
た
び
き
車
は
お
ば
あ
さ
ん

コ
ッ
ト
ン
水
車
も
回
っ
て
る

〈
茨
城
県
民
謡
〉

小
学
生
の
こ
ろ
、
音
楽
の
時
間
に

歌
っ
た
「
モ
ズ
が
枯
れ
木
で
」
が
、

私
と
モ
ズ
と
の
最
初
の
出
会
い
で
し

た
。
こ
の
曲
は
、
と
て
も
寂
し
い
曲

で
、
ち
ょ
う
ど
秋
の
時
雨
か
か
っ
た

こ
ろ
に
歌
っ
た
事
を
今
で
も
覚
え
て

い
ま
す
。

モ
ズ
が
、
よ
く
お
宮
や
家
の
周
り

の
高
い
木
の
上
や
電
線
な
ど
に
止
ま

っ
て
「
キ
ィ
ー
キ
ィ
ー
キ
ィ
ー
」

「
キ
チ
ッ
キ
チ
ッ
」
と
高
鳴
き
し
て

い
る
の
を
見
か
け
ま
す
。
雄
は
、
自

栃
尾
の
自
然
を
訪
ね
て

146

〜
冬
を
た
く
ま
し
く
生
き
る
鳥
〜

〈
モ

ズ
〉

分
の
縄
張
り
を
持
っ
て
い
て
、
そ
の

占
有
地
争
い
で
相
手
を
脅
す
た
め
に

高
鳴
き
す
る
の
で
す
。
ま
た
、
百
舌

（
モ
ズ
）
と
漢
字
で
書
く
ぐ
ら
い
で

す
か
ら
、
鳴
き
ま
ね
の
名
人
で
も
あ

り
ま
す
。
姿
は
、
ス
ズ
メ
よ
り
一
回

り
大
き
く
体
長
二
十
�
ほ
ど
で
す
。

尾
は
長
く
青
黒
色
、
体
の
色
は
雄
の

下
面
が
だ
い
だ
い
色
で
、
雌
は
茶
色

っ
ぽ
い
で
す
。
雄
は
目
の
後
が
黒
く
、

翼
に
白
斑
が
あ
り
目
立
ち
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
モ
ズ
に
は
植
木
や
枝

先
に
獲
物
を
突
き
刺
す
習
性
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
「
は
や
に
え
」
と
呼

び
ま
す
。
こ
の
行
動
は
一
年
中
行
わ

れ
、
昆
虫
や
ト
カ
ゲ
、
カ
エ
ル
、
ア

ゲ
ハ
の
幼
虫
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

「
は
や
に
え
」
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
す
る
の
か
詳
し
い
こ
と
は
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
冬
に
な
っ
て
食
べ

物
が
無
く
な
っ
た
と
き
の
た
め
に
保

存
す
る
と
い
う
説
が
有
力
で
す
。

モ
ズ
は
、
日
本
で
全
国
的
に
見
ら

れ
、
里
山
に
住
む
鳥
の
中
で
も
身
近

で
と
て
も
美
し
い
鳥
で
す
。
特
に
木

の
葉
が
落
ち
た
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

観
察
し
や
す
く
人
家
の
近
く
に
や
っ

て
き
ま
す
。

さ
て
、
皆
さ
ん
も
モ
ズ
や
「
は
や

に
え
」
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

下
塩
小
学
校

渡
邉

秋
男

モズ（雄、６月撮影）

中
央
保
育
所
は
存
続
し
ま
す

中
央
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五
年
度
も
入
所
申
込
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
保
護
者
の
間
に
平
成
十
五
年
度
の
入
所
申
込
に
不

安
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
央
保
育
所
の
存
続
を
求
め
る
会
で
は
、

閉
所
に
反
対
す
る
署
名
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

同
会
の
申
し
入
れ
を
受
け
、
十
月
二
十
八
日
メ
ン
バ
ー
十
人
と
協
議
の

場
を
持
ち
嘆
願
書
を
受
け
取
っ
た
市
長
は
、
「
中
央
保
育
所
は
当
面
閉
所

し
な
い
」
な
ど
、
次
の
と
お
り
回
答
し
ま
し
た
。

市

長

の

回

答

署
名
活
動
の
経
緯
と

嘆
願
書
の
提
出

「でっかいいもをほったよ～」と
笑顔満面の園児たち

�
市
民
の
声
の
ひ
ろ
ば

よ
り
よ
い
栃
尾
の
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
あ
な
た
の
貴
重
な
声
（
意
見
、

質
問
、
提
言
）
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

�
イ
ベ
ン
ト

春
夏
秋
冬
の
祭
や
催
し
物
の
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

�
く
ら
し
の
便
利
帳

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
、
ご
み
の
収

集
日
は
？
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

制
度
を
知
り
た
い
、
各
種
申
請
書

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
な
ど
、
あ
な
た

の
暮
ら
し
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

�
デ
ー
タ
バ
ン
ク

人
口
、
各
種
統
計
情
報
、
昭
和
29

年
か
ら
の
栃
尾
の
あ
し
ど
り
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

�｢

い
い
よ
ね
！
と
ち
お｣

み
〜
つ
け
た
！

あ
な
た
の
栃
尾
の｢

い
い
よ
ね
！｣

と
い
う
景
色
・
花
・
生
活
模
様
な

ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

�
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー

『
栃
尾
ぐ
る
カ
レ
』

イ
ベ
ン
ト
か
ら
各
種
健
診
ま
で
、

【
主
な
情
報
】

栃
尾
市
の
動
き
を
カ
レ
ン
ダ
ー
形

式
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

�
生
涯
学
習

「
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
講
座
」

や
「
初
心
者
て
ま
り
講
座
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
教
養
講
座
の
情
報
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

�
図
書
室

新
着
図
書
や
予
約
情
報
を
掲
載
。

図
書
室
に
行
か
な
く
て
も
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
本
の
予
約
が
で

き
ま
す
。

�
リ
ン
ク

市
内
の
学
校
や
企
業
、
県
の
情
報

な
ど
を
知
り
た
い
と
き
に
利
用
く

だ
さ
い
。

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
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イ
ベ
ン
ト
案
内
か
ら
く
ら
し
の
お
手
伝
い
ま
で

栃
尾
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
情
報

栃尾市ホームページ

http://www.city.tochio.niigata.jp/ E-mail：info@city.tochio.niigata.jp

このページは、市内に使われずに眠っている空家や遊休宅地の情報をデ
ータベース化し、その情報をインターネットで提供するものです。地方へ
の移住を希望する人やＵターン希望者など、住居を探している人の手助け
を目的としたサイトです。
市は随時、登録の申し込みを受け付けていますの

で、空家オーナーで興味のある人は連絡ください。

掲載内容
所在地、延べ床面積、建物の構造、建築年(数)、
敷地面積、販売希望価格または月額家賃、電気・
ガス・水道・下水道の有無、間取図や物件の写真
など

企画財政課企画調整係 ５２‐５８１６問合せ 栃尾にカエルでマスコ
ットの｢ギャクー｣
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第29回交通安全市民大会 10／５

｢交通事故のない願いは
明るく住みよい栃尾市｣

◇
交
通
安
全
優
良
団
体

栃
尾
市
交
通
安
全
協
会

荷
頃
支
部

栃
尾
東
小
学
校

東
谷
保
育
園

◇
交
通
安
全
功
労
者

佐
藤

光
雄
さ
ん

交
通
安
全
優
良
団
体
・

功
労
者
表
彰

第
二
十
九
回
交
通
安
全
市
民
大
会
が
十
月
五
日
、
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
事
故
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
り
一
分
間
の
黙
と
う

の
後
、
市
長
、
栃
尾
警
察
署
長
が
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
交
通

安
全
優
良
団
体
・
功
労
者
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
最
後
に
交
通
安
全
功
労
者
の
佐
藤
光
雄
さ
ん
が
「
誓
い
の
言

葉
」
を
読
み
上
げ
、
参
加
者
全
員
が
、
交
通
安
全
へ
の
誓
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

交通安全誓いの言葉を
読み上げる、佐藤光雄
さん

ポスター最優秀作品
小学校低学年の部

栃尾東小学校２年

さん椛沢優希

小学校高学年の部

下塩小学校５年

さん長谷川美沙紀

中学年の部

秋葉中学校２年

さん千野さゆみ

小
学
校
低
学
年
の
部
（
敬
称
略
）

渋
谷

健
太
（
栃
尾
南
小
・
一
年
）

小
林

恵
梨
（
栃
尾
南
小
・
二
年
）

仲
野

沙
希
（
東

谷

小
・
三
年
）

波
形

実
里
（
中
野
俣
小
・
二
年
）

林

優
理
（
中
野
俣
小
・
二
年
）

小
学
校
高
学
年
の
部
（
敬
称
略
）

多
田

彩
乃
（
栃
尾
南
小
・
四
年
）

佐
藤

美
里
（
栃
尾
南
小
・
四
年
）

多
田

優
美
（
栃
尾
南
小
・
四
年
）

剣
持

茉
幸
（
栃
尾
南
小
・
五
年
）

酒
井

俊
希
（
上

塩

小
・
六
年
）

佐
藤

宏
樹
（
上

塩

小
・
六
年
）

中
学
校
の
部
（
敬
称
略
）

金
内
さ
や
か
（
秋

葉

中
・
二
年
）

武
士
俣
涼
子
（
秋

葉

中
・
三
年
）

小
林

彩
香
（
刈
谷
田
中
・
二
年
）

ポスター優秀賞受賞者

σ
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作
文
最
優
秀
作
品

交
通
安
全
作
文
の
最
優
秀
作
品
の
中

か
ら
、
式
典
に
お
い
て
朗
読
さ
れ
た
作

品
を
紹
介
し
ま
す
。

中
学
校
の
部

ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
で秋葉中学校１年

さん諸橋寿美

だ
ん
だ
ん
救
急
車
の
音
が
、
大
き
く
な
っ
て

近
づ
い
て
く
る
。
「
止
ま
っ
た
」
「
近
く
だ
」

走
っ
て
行
っ
て
み
る
と
、
前
の
方
が
大
破
し
た

ワ
ゴ
ン
車
。
で
も
驚
い
た
の
は
そ
の
後
で
し
た
。

私
の
家
の
近
所
の
家
族
六
人
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

三
台
の
救
急
車
で
、
長
岡
の
病
院
に
運
ば
れ
て

い
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
夏
休
み
に
入
っ
て
か

ら
の
出
来
事
で
す
。

私
は
、
こ
の
事
故
を
見
て
か
ら
何
か
急
に
怖

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
誰
も
出
か
け
る
時
、
自

分
が
交
通
事
故
に
合
う
な
ん
て
考
え
て
い
な
い

と
思
い
ま
す
。
事
故
に
合
っ
た
人
も
、
そ
う
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
も
ニ
ュ
ー
ス
で
放
送
さ

れ
て
い
る
交
通
事
故
が
、
常
に
自
分
に
も
、
迫

っ
て
い
る
と
思
っ
た
の
で
す
。

実
は
、
私
の
家
族
に
も
祖
父
と
母
が
交
通
事

故
に
合
っ
て
い
ま
す
。

祖
父
は
、
右
側
を
歩
い
て
い
た
の
に
、
バ
イ

ク
に
は
ね
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

母
は
、
交
差
点
で
、
信
号
無
視
の
車
に
追
突

さ
れ
ま
し
た
。
で
も
こ
の
事
は
、
私
が
小
さ
い

時
だ
っ
た
の
で
、
あ
ま
り
は
っ
き
り
と
記
憶
に

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
毎
日
夜
に
な
る
と
家
族
で

病
院
に
行
っ
た
の
を
憶
え
て
い
ま
す
。
こ
の
話

を
先
日
両
親
に
聞
い
た
ら
家
の
中
が
、
パ
ニ
ッ

ク
に
な
っ
て
い
た
と
言
い
ま
し
た
。
家
の
中
の

生
活
の
リ
ズ
ム
が
全
て
狂
っ
て
し
ま
っ
て
、
精

神
的
に
も
肉
体
的
に
も
か
な
り
辛
か
っ
た
そ
う

で
す
。

母
が
い
つ
も
や
っ
て
い
た
事
を
、
み
ん
な
で

助
け
合
い
な
が
ら
や
っ
た
け
ど
、
あ
ま
り
上
手

に
で
き
ず
母
の
あ
り
が
た
さ
が
良
く
わ
か
っ
た

と
父
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
話
を
聞
か
さ
れ
た
時
ふ
だ
ん
は
、
あ
ま

り
意
識
し
な
い
け
ど
、
家
族
の
あ
り
が
た
さ
や
、

大
切
さ
が
少
し
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

交
通
事
故
と
い
う
と
、
た
い
て
い
運
転
手
に

原
因
が
あ
る
と
お
も
っ
て
い
ま
し
た
が
、
何
だ

か
そ
れ
だ
け
に
は
、
思
え
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

自
分
の
事
を
考
え
た
時
、
友
達
と
話
に
夢
中

に
な
っ
て
歩
い
た
り
、
自
転
車
に
乗
っ
て
も
、

一
時
停
止
を
、
ち
ゃ
ん
と
や
ら
な
い
と
か
、
思

い
あ
た
る
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

一
日
の
生
活
の
中
で
、
事
故
の
原
因
と
な
る

よ
う
な
事
を
、
き
づ
か
ぬ
う
ち
に
し
て
い
て
、

み
ん
な
で
守
ろ
う
！

交
通
ル
ー
ル

小学校高学年の部

東谷小学校４年

さん諸橋 優

小学校低学年の部

栃尾東小学校３年

さん筒場なでしこ

そ
れ
は
、
運
転
手
に
と
っ
て
は
、
と
っ
て
も
迷

惑
な
事
な
ん
だ
ろ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。交

通
事
故
も
後
で
か
ん
が
え
る
と
「
あ
の
時
、

○
○
を
し
て
い
な
け
れ
ば
・
・
・
・
」
防
げ
た

の
に
、
そ
ん
な
事
故
の
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
私
が
一
つ
で
も
意
識
し
て
交
通
マ
ナ

ー
を
守
る
事
に
よ
っ
て
、
自
分
へ
の
事
故
も
防

げ
る
と
思
う
し
、
運
転
手
の
方
も
安
全
に
運
転

す
る
事
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

事
故
の
怖
さ
と
安
全
を
考
え
た
時
、
み
ん
な

が
気
持
ち
を
引
き
し
め
る
事
に
よ
っ
て
、
防
げ

る
も
の
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
が
出
か
け
る
時
、
母
が
言
っ
て
く
れ
る

「
気
を
つ
け
て
」
の
声
に
も
い
ろ
ん
な
意
味
が

あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
、

一
人
一
人
が
交
通
マ
ナ
ー
を
も
う
一
度
確
認
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
交

通
マ
ナ
ー
を
守
ろ
う
と
す
る
ち
ょ
っ
と
し
た
心

が
け
が
、
交
通
事
故
を
防
い
で
ゆ
と
り
あ
る
安

全
な
暮
ら
し
を
作
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

小
学
校
低
学
年
の
部
（
敬
称
略
）

高
橋

一
成
（
栃
尾
南
小
・
一
年
）

那
須

政
崇
（
栃
尾
南
小
・
三
年
）

仲
野

沙
希
（
東

谷

小
・
三
年
）

高
地

も
も
（
栃
尾
東
小
・
二
年
）

酒
井

裕
司
（
栃
尾
東
小
・
二
年
）

小
学
校
高
学
年
の
部
（
敬
称
略
）

山
本

柊
（
栃
尾
南
小
・
五
年
）

多
田

諒
（
栃
尾
南
小
・
六
年
）

高
山

麻
美
（
栃
尾
東
小
・
五
年
）

波
形

安
紀
（
中
野
俣
小
・
四
年
）

久
保
田
晶
子
（
中
野
俣
小
・
六
年
）

中
学
校
の
部
（
敬
称
略
）

松
生

聡
美
（
秋

葉

中
・
二
年
）

鈴
木

理
恵
（
秋

葉

中
・
三
年
）

箕
輪

彩
花
（
刈
谷
田
中
・
一
年
）

酒
井

拓
哉
（
刈
谷
田
中
・
一
年
）

村
越

麻
美
（
刈
谷
田
中
・
二
年
）

作文優秀賞受賞者

交
通
事
故
か
ら

ま
な
ん
だ
こ
と

最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
の
作
品
を
冊
子
に
ま

と
め
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
総
務
課
（

‐
52

５
８
１
５
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

上塩｢地そば｣まつり と き：11月24日(日)10時30分～15時
ところ：塩谷地区開発センター(上塩)

問合せ：まつり事務局・
葛綿 52-1110



空
手
道

水
澤
さ
ん
は
、
北
信
越
国
体
少
年

の
部
で
２
位
と
な
り
出
場
。
健
闘
し

ま
し
た
。

国
民
体
育
大
会
出
場

／

〜

（
高
知
県
）

10

27

29

さん水澤克哉
長岡市
栃尾高校
３年

◆
�
�
�
は
順
位

（
敬
称
略
）

５
年
生

▽
一
〇
〇
�

�
間

翔
平

栃
尾
東

男
子

（

秒
２
）

16

�
中
沢

渉

栃
尾
東

（

秒
４
）

16

�
青
木
貴
将

東

谷

（

秒
９
）

16

�

東

谷

女
子

佐
藤
ち
ひ
ろ
（

秒
９
）

15

�
金
内
優
紀

中
野
俣

（

秒
９
）

16

�

下

塩

今
井
美
知
瑠
（

秒
０
）

17

▽
一
五
〇
〇
�
（
女
子
は
八
〇
〇
�
）

�
大
港

卓

上

塩

男
子

（
６
分

秒
７
）

02

�
椿

龍
憧

東

谷

（
６
分

秒
９
）

02

�
佐
藤
拓
哉

栃
尾
東

（
６
分

秒
７
）

14

�

栃
尾
東

女
子

河
田
智
恵
美
（
３
分

秒
８
）

04

�
金
内
優
紀

中
野
俣

（
３
分

秒
２
）

07

�
藤
田
夏
帆

下

塩

（
３
分

秒
０
）

09

小
学
校
親
善
陸
上
大
会

（
刈
谷
田
中
学
校
）

９
／
25

▽
走
り
幅
と
び

�

栃
尾
南

男
子

五
十
嵐
篤
哉
（

）

３
ｍ
61

�
八
木
勇
気

栃
尾
南

（

）

３
ｍ
40

�
椿

龍
憧

東

谷

（

）

３
ｍ
14

�

栃
尾
東

女
子

渡
辺
保
奈
美
（

）

２
ｍ
69

�
酒
井
香
織

上

塩

（

）

２
ｍ
65

�

栃
尾
東

五
十
嵐
悠
香
（

）

２
ｍ
64

▽
走
り
高
と
び

�

栃
尾
南

男
子

五
十
嵐
篤
哉
（

）

１
ｍ
30

�
大
港

卓

上

塩

（

）

１
ｍ
15

�
中
沢

渉

栃
尾
東

（

）

１
ｍ
15

�
石
原
芽
依

西

谷

女
子

（

）

１
ｍ
20

�

東

谷

佐
藤
ち
ひ
ろ
（

）

１
ｍ
14

�
増
井
夏
生

上

塩

（

）

１
ｍ
08

▽
四
〇
〇
�
リ
レ
ー
Ａ

（
１
分

秒
３
）

男
子
�
栃
尾
東
Ａ

05

（
１
分

秒
３
）

�
栃
尾
南
Ｂ

06

（
１
分

秒
５
）

�
栃
尾
東
Ｂ

08

（
１
分

秒
７
）

女
子
�
下

塩
Ａ

06

（
１
分

秒
２
）

�
東

谷
Ａ

07

（
１
分

秒
０
）

�
栃
尾
東
Ａ

08

▽
四
〇
〇
�
リ
レ
ー
Ｂ

（
１
分

秒
０
）

�
荷

頃
Ａ

13

（
１
分

秒
０
）

�
下
塩
男
子
Ｂ

15

（
１
分

秒
８
）

�
下
塩
女
子
Ｂ

15

▽
八
〇
�
ハ
ー
ド
ル

�
荒
木

英

栃
尾
東

男
子

（

秒
２
）

16

�
八
木
勇
気

栃
尾
南

（

秒
９
）

16

�
藤
崎
哲
寛

栃
尾
東

（

秒
３
）

17

�
渡
辺
瑞
貴

栃
尾
東

女
子

（

秒
５
）

17

�
西
川
望
美

東

谷

（

秒
９
）

17

�

東

谷

佐
野
な
つ
き
（

秒
９
）

17

（
敬
称
略
）

６
年
生

▽
一
〇
〇
�

�
渡
辺
順
一

栃
尾
東

男
子

（

秒
３
）

14

�
椿

雄
基

東

谷

（

秒
５
）

14

�
斉
藤
大
輝

栃
尾
南

（

秒
５
）

15

�
伊
東
成
美

栃
尾
東

女
子

（

秒
０
）

16

�
福
岡
美
穂

栃
尾
南

（

秒
２
）

16

�
小
林
彩
香

栃
尾
東

（

秒
３
）

16

▽
一
五
〇
〇
�
（
女
子
は
八
〇
〇
�
）

�
大
�
卓
哉

栃
尾
南

男
子

（
５
分

秒
９
）

34

�
金
井
信
輔

東

谷

（
５
分

秒
１
）

35

�
小
林
裕
利

栃
尾
東

（
５
分

秒
７
）

36

�
稲
田
汐
里

栃
尾
東

女
子

（
２
分

秒
０
）

54

�
佐
藤

瞳

東

谷

（
３
分

秒
０
）

00

�

栃
尾
南

姉
�
英
美
子
（
３
分

秒
５
）

03

▽
走
り
幅
と
び

�
金
井
信
輔

東

谷

男
子

（
３

）

ｍ
86

�
椿

雄
基

東

谷

（
３

）

ｍ
69

�

上

塩

福
王
寺
峻
平
（

）

３
ｍ
63

�
韮
沢
明
奈

東

谷

女
子

（

）

３
ｍ
63

�
八
木
亜
純

栃
尾
東

（

）

３
ｍ
51

�

栃
尾
南

関
根
さ
つ
き
（

）

３
ｍ
22

▽
走
り
高
と
び

�
斉
藤
大
輝

栃
尾
南

男
子

（

）

１
ｍ
35

�
河
田
佳
佑

上

塩

（

）

１
ｍ
29

�
酒
井
政
成

上

塩

（

）

１
ｍ
23

�
佐
藤

瞳

東

谷

女
子

（

）

１
ｍ
15

�
佐
藤
優
花

栃
尾
南

（

）

１
ｍ
10

�
佐
藤

晶

荷

頃

（

）

１
ｍ
10

▽
四
〇
〇
�
リ
レ
ー
Ａ

（
１
分

秒
４
）

男
子
�
栃
尾
東
Ａ

01

（
１
分

秒
４
）

�
上

塩
Ａ

01

（
１
分

秒
０
）

�
中
野
俣
Ａ

02

（
１
分

秒
０
）

女
子
�
栃
尾
東
Ａ

02

（
１
分

秒
９
）

�
栃
尾
南
Ｂ

05

（
１
分

秒
３
）

�
東

谷
Ａ

06

▽
四
〇
〇
�
リ
レ
ー
Ｂ

（
１
分

秒
６
）

�
西

谷
Ａ

06

（
１
分

秒
１
）

�
荷

頃
Ａ

07

（
１
分

秒
４
）

�
荷

頃
Ｂ

12

▽
八
〇
�
ハ
ー
ド
ル

�
渡
辺
順
一

栃
尾
東

男
子

（

秒
１
）

14

�
酒
井
政
成

上

塩

（

秒
０
）

15

�
田
辺

聡

中
野
俣

（

秒
８
）

15

�
稲
田
汐
里

栃
尾
東

女
子

（

秒
３
）

16

�
中
沢
彩
香

東

谷

（

秒
８
）

16

�

栃
尾
東

酒
井
天
季
子
（

秒
９
）

16

９
月

日
、
前
日
の
雨
で
会
場
を

29

吉
水
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
に
変
え

行
っ
た
大
会
に

チ
ー
ム

人
が
参

16

98

加
。
予
選
リ
ー
グ
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
と
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
参
加
者

は
、
こ
こ
ち
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

と
き
わ
会

優
勝

東
寿
会

２
位

人
面
、
田
之
口

３
位

第

回
栃
尾
市

21

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

ρ

||||| |||||広報とちお14.11.5

金内理事長

社
団
法
人
栃
尾
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
金
内
卓
司

理
事
長
）
は
、
十
月
十
七
日
に
東
京
都
で
行
わ
れ
た
全
国
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
設
立
二
十
周
年
記
念
式
典

に
お
い
て
、
優
良
セ
ン
タ
ー
表
彰
を
受
賞
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
全
国
千
六
百
八
十
八
団
体
あ
る
中
で
、

そ
の
活
動
が
活
発
で
あ
り
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
度
が
著
し

く
高
く
、
ほ
か
の

セ
ン
タ
ー
の
模
範

と
な
る
事
業
運
営

が
特
に
優
れ
て
い

る
と
認
め
ら
れ
た

こ
と
に
よ
る
表
彰

で
す
。

シルバー人材センター
全国表彰

一打を慎重に打つ参加者

来伝天神合格祈願祭 と き：11月24日(日) �11時～ �13時30分～
ところ：菅原神社(来伝) 問合せ：孫四郎商店 58-2425

▽
五
歳
児
の
部
（
敬
称
略
）

大
沢

蓮(

中
央
保
育
所)

最
優
秀

中
野
和
希(

白
山
保
育
所)

優

秀

(

善
昌
寺
保
育
園)

〃

今
井
優
里

高
山
良
貴(

双
葉
保
育
園)

〃
▽
小
学
一
年
生
の
部
（
敬
称
略
）

諸
橋

光
太
（
東
谷
小
）

最
優
秀

（
栃
尾
南
小
）

優

秀

佐
々
木

渉

菅

紫
織
（
東
谷
小
）

〃

（
中
野
俣
小
）

〃

諏
佐

垣
介

▽
小
学
二
年
生
の
部
（
敬
称
略
）

（
栃
尾
南
小
）

最
優
秀

大
橋

佳
典

（
栃
尾
南
小
）

優

秀

川
上

翔
（
栃
尾
東
小
）

〃

剣
持

未
稀

庭
野

隼
人
（
東
谷
小
）

〃
▽
小
学
三
年
生
の
部
（
敬
称
略
）

姉
崎

友
香
（
西
谷
小
）

最
優
秀

（
栃
尾
南
小
）

優

秀

佐
藤

雄
太

山
井

龍
義
（
下
塩
小
）

〃

韮
沢

佳
奈
（
東
谷
小
）

〃昨
年
ま
で
東
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
ス
タ
ー
ト
し
、
ゴ
ー
ル
す
る
コ
ー

ス
設
定
で
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、

駐
車
場
な
ど
の
問
題
も
あ
り
今
年
か

ら
お
り
な
す
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
今
回
か
ら
リ
レ
ー
マ

ラ
ソ
ン
の
部
が
新
た
に
設
け
ら
れ
12

チ
ー
ム
が
出
場
。
選
手
た
ち
は
、
沿

第

回
15こ

ど
も
童
話
の
絵
展

守
門
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第

回
24

／
６
（
お
り
な
す
）

10

道
か
ら
の
声
援
を
受
け
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
目
標
タ
イ
ム
に
向
か
っ
て

走
っ
て
い
ま
し
た
。

（

の
み
、

）

優
勝
者

敬
称
略

▽
一
般
の
部
Ａ
…

�
12

波
形

亘

繁
窪

（

分

秒
）

45

12

▽
一
般
の
部
Ｂ
…
５
�

真
島
吉
春

堀
之
内
町

（

分

秒
）

17

42

▽
中
学
生
男
子
の
部
…
５
�

渡
邉
賢
志

入
広
瀬
中
３

（

分

秒
）

18

25

▽
女
子
の
部
…
３
�

五
十
嵐
涼
子

一
之
貝

（

分

秒
）

12

38

▽
小
学
５
・
６
年
生
の
部
…
３
�

上
塩
小
６

酒
井
政
成
（

分

秒
）

男子

12

13

栃
尾
東
小
６

稲
田
汐
里
（

分

秒
）

女子

12

55

▽
小
学
３
・
４
年
生
の
部
…
２
�

武
士
俣
政
彦

東
谷
小
４

（

分

秒
）

８

男子

43

栃
尾
東
小
４

棚
村
祐
子
（

分

秒
）

８

女子

55

▽
健
康
マ
ラ
ソ
ン
の
部
…
２
�

稲
田
浩
一

平

（
タ
イ
ム
差
５
秒
）

▽
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
の
部
…
４
�

（

分

秒
）

エ
ー
ビ
ー
ラ
ゲ
ッ
ツ

13

38

布
施
正
泰
（
金

沢
）

大
崎

誠
（
宮

沢
）

野
沢
和
範
（
楡

原
）

杉
野
雄
亮
（
大

町
）

５
月
９
日
か
ら
２
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

か
れ
戦
っ
た
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
親
善
リ
ー
グ
戦
の
優
勝
決
定
戦
・

三
位
決
定
戦
が

月

日
、
総
合
体

10

17

第

回
家
庭
婦
人
バ
レ
ー

11

ボ
ー
ル
親
善
リ
ー
グ
戦

育
館
で
行
わ
れ
６
カ
月
間
の
熱
戦
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

上
の
原
ク
ラ
ブ

優

勝

ほ
な
み

二

位

マ
マ
レ
モ
ン

三

位

栃

堀

敢
闘
賞

σ
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わ
が
家
の
防
災

秋
も
深
ま
り
、
こ
れ
か
ら
ス
ト

ー
ブ
や
コ
タ
ツ
な
ど
暖
房
器
具
の

使
用
が
増
え
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
季
を
迎
え
ま
す
。

特
に
ス
ト
ー
ブ
は
直
接
火
を
取

り
扱
う
だ
け
に
危
険
度
は
大
変
高

い
で
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

使
う
前
に
ほ
こ
り
な
ど

注
意
１

を
取
り
除
く
点
検
整
備
を

行
う
。

給
油
を
す
る
と
き
は
必

注
意
２

ず
火
を
消
し
て
か
ら
行
う
。

洗
濯
物
を
ス
ト
ー
ブ
の

注
意
３

上
に
干
さ
な
い
。

ス
ト
ー
ブ
を
カ
ー
テ
ン

注
意
４

や
家
具
に
近
づ
け
な
い
。

部
屋
に
誰
も
い
な
い
と

注
意
５

き
は
ス
ト
ー
ブ
を
消
す
。

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク

注
意
６

の
キ
ャ
ッ
プ
は
確
実
に
締

め
る
。

｢

消
す
心

置
い
て
く
だ
さ
い

火
の
そ
ば
に｣

天
ぷ
ら
油
火
災
は
？

Ｑ

天
ぷ
ら
油
は
発
火
点
（

〜

Ａ

360

380

℃
）
以
上
に
な
れ
ば
口
火
が
無
く

て
も
発
火
し
ま
す
。
時
間
に
し
て

分
〜

分
で
発
火
す
る
こ
と
も

15

20

あ
り
ま
す
。
天
ぷ
ら
油
火
災
の
原

因
は
不
意
の
来
客
や
電
話
な
ど
で

そ
の
場
を
離
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。

Ｑ
＆
Ａ

住
宅
火
災
を
防
ぐ
に
は
？

９
日
か
ら

日
ま
で
、
全
国
一
斉

15

に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま

す
。こ

の
機
会
に
改
め
て
、
火
災
を
お

こ
さ
な
い
よ
う
家
庭
で
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

白山保育所幼年消防ク
ラブの韮沢悠人くん

火
の
用
心

お
願
い
し
ま
す
。

２位のほなみ３位のママレモン 優勝の上の原クラブ

平成14年９月30日から

新潟県最低賃金は時間額のみとなりました 時間額 ６４１円



サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
は
、
毎
月

の
給
与
や
賞
与
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
毎
月
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税

額
の
合
計
額
と
、
そ
の
年
の
給
与
総
額

に
対
す
る
年
税
額
と
は
、
必
ず
し
も
一

致
し
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
そ
の
年
の

最
後
の
給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
が
支
払
わ
れ

る
時
に
、
所
得
税
の
過
不
足
額
の
精
算

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
「
年
末
調

整
」
と
い
い
ま
す
。

大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て

年
末
調
整
は
、
そ
の
年
の
所
得
税
を
精

算
す
る
大
切
な
手
続
き
で
す
か
ら
、
次

の
よ
う
な
場
合
は
、
該
当
す
る
申
告
書

を
忘
れ
ず
に
職
場
の
給
与
担
当
者
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
「
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等

（
異
動
）
申
告
書
」

年

末

調

整

今
年
、
結
婚
や
出
産
、
就
職
な
ど
に

よ
り
、
扶
養
親
族
に
異
動
が
あ
っ
た

場
合
。

◇
「
給
与
所
得
者
の
保
険
料
控
除
申
告

書
」
兼
「
給
与
所
得
者
の
配
偶
者
特

別
控
除
申
告
書
」

・
本
人
が
直
接
国
民
年
金
や
社
会
保
険

料
、
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料

（
住
宅
や
家
財
を
保
険
の
目
的
と
し

た
保
険
）
を
支
払
っ
た
場
合
。

・
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
所
得
者
の
合
計
所
得
金
額
が
一
千

万
円
以
下
で
、
配
偶
者
の
合
計
所
得

金
額
が
一
定
額
以
下
の
場
合
。

◇
「
給
与
所
得
者
の
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
申
告
書
」

前
年
の
確
定
申
告
で
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
を
受
け
た
人
が
、
二
年
目

以
降
年
末
調
整
で
こ
の
控
除
を
受
け

る
場
合
。
な
お
、
提
出
す
る
際
に
は

「
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の

年
末
残
高
等
証
明
書
」
を
一
緒
に
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
年
末

調
整
に
よ
っ
て
そ
の
年
の
所
得
税
の
納

税
を
完
了
し
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
場

確

定

申

告

合
な
ど
に
は
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇
平
成
十
四
年
分
の
給
与
収
入
の
合
計

額
が
二
千
万
円
を
超
え
る
場
合
。

◇
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円
を
超
え

る
場
合
。

◇
給
与
の
支
払
い
を
二
カ
所
以
上
か
ら

受
け
て
い
る
場
合
で
、
年
末
調
整
を

さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額
と
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円
を
超
え

る
場
合
。

な
お
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な

い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
マ
イ
ホ
ー
ム

を
ロ
ー
ン
な
ど
で
取
得
し
た
り
、
多
額

の
医
療
費
を
支
払
っ
た
り
し
た
場
合
な

ど
に
は
、
確
定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴

収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

申
告
書
は
、｢

申
告
書
の
書
き
方
」
に

示
さ
れ
て
い
る
番
号
順
に
記
入
す
る
と
、

所
得
や
税
額
の
計
算
が
簡
単
に
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
自
分
で

記
入
し
、
郵
送
な
ど
で
長
岡
税
務
署
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
書
き
方
な
ど
に
つ
い
て
の

問
合
せ
は
、
長
岡
税
務
署
個
人
課
税
第

一
部
門

‐
８
５
０
９

35

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
は
、
税
金
に
関

す
る
相
談
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
自
動

的
に
お
答
え
す
る
電
話
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

年
中
無
休
で
、
朝
六
時
か
ら
夜
十
二

時
ま
で
。

利
用
方
法

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
（

０
２
５
‐

税
金
電
話
相
談

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー

２
２
３
‐
２
２
９
９
）
に
電
話
し
、
案

内
に
従
い
コ
ー
ド
番
号
を
順
番
に
押
す

（
ま
た
は
回
す
）
と
説
明
が
流
れ
ま
す
。

コ
ー
ド
表
は
、
長
岡
税
務
署
と
市
役
所

税
務
課
の
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
電
話
帳
（
タ
ウ
ン
ペ

ー
ジ
）
に
コ
ー
ド
表
の
一
部
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
サ
ー
ビ
ス
で
、

コ
ー
ド
表
や
回
答
文
を
手
軽
に
入
手
で

き
ま
す
。

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.taxanser.nta.go.jp
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国や県・市町村は、私たち国民が安定した暮らしができるよ
うに、社会福祉の充実、住宅や道路の整備、教育の振興など幅
広い活動を行っています。
こうした国や地方公共団体の活動の財源となるのは税金です。

税金は、私たちが生活の向上と安定を願う限りどうしても負担
しなければならない、共同社会を維持するためのいわば「会
費」と言えます。
国税庁では、広く国民の皆さんに税の意義や役割を正しく理

解していただくため、毎年11月11日から17日までの期間を「税
を知る週間」として、全国的に税についての各種の広報活動を
実施します。
長岡税務署では、税理士会長岡支部の

ホームページを利用させていただくほ
か、新聞、テレビなどのメディアを利用
し、広報活動を実施するとともに、「税
に関する作文・標語」の入選作品の発表
・表彰、国税モニター会議やパネル展の
開催などを行います。
ぜひこの機会に、税について考えてく

ださい。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

年
末
調
整
と
確
定
申
告

月 日～ 日｢税を知る週間｣ 11 11 17

県立近代美術館

「ひと楽しみ･かく歓び」
月23日(土)～12月23日(月)９時～17時 月曜休館と き：11

観覧料：一般410円、大・高校生200円、中・小学生100円

問合せ：県立近代

美術館 28-4111

小
型
湯
沸
器
は
、
コ
ン
ロ
の
四
倍

の
新
鮮
な
空
気
が
必
要
で
す
。
十
分

な
換
気
を
し
な
い
ま
ま
使
用
を
続
け

る
と
、
酸
素
濃
度
が
次
第
に
減
少
し
、

不
完
全
燃
焼
と
な
り
、
有
害
な
一
酸

化
炭
素
が
発
生
し
ま
す
。

小
型
湯
沸
器
に
よ
る
浴
槽
や
洗
濯

機
へ
の
給
湯
、
シ
ャ
ワ
ー
・
洗
髪
な

ど
の
長
時
間
連
続
使
用
は
、
換
気
が

間
に
合
わ
な
く
な
り
、
不
完
全
燃
焼

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
古
く

な
っ
て
劣
化
し
た
器
具
や
、
空
気
吸

入
口
に
詰
ま
っ
た
ほ
こ
り
も
不
完
全

燃
焼
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

一
酸
化
炭
素
を
吸
う
と
、
頭
痛
、

不
快
感
、
吐
き
気
な
ど
、
風
邪
に
よ

く
似
た
症
状
が
現
れ
ま
す
。

小
型
湯
沸
器
の
使
用
中
に
こ
の
よ

う
な
不
調
を
感
じ
た
ら
、
直
ち
に
使

用
を
中
止
し
、
換
気
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
販
売
さ
れ
て
い
る
小
型
湯
沸

器
に
は
、
事
故
防
止
の
た
め
不
完
全

燃
焼
防
止
装
置
が
付
い
て
い
ま
す
。

安
全
装
置
付
き
の
小
型
湯
沸
器
へ
の

取
り
替
え
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ガ
ス
と
安
全

古
く
な
っ
た
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
は
、

見
た
目
は
新
し
く
て
も
、
サ
ビ
や
汚

れ
で
不
完
全
燃
焼
を
起
こ
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

ご
使
用
の
ス
ト
ー
ブ
は
何
歳
で
す

か
？
十
年
を
目
途
に
取
り
替
え
を
お

勧
め
し
ま
す
。

燃
え
方
が
お
か
し
か
っ
た
り
、
嫌

な
に
お
い
が
し
て
目
に
し
み
る
と
き
、

金
網
部
分
が
赤
く
な
ら
な
か
っ
た
り
、

変
形
や
穴
あ
き
な
ど
の
異
常
が
あ
る

場
合
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

不
完
全
燃
焼
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
使
用
を
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。

ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
の
器
具
栓
や
部
屋

の
ガ
ス
栓
は
、
い
つ
も
全
開
の
状
態

で
お
使
い
く
だ
さ
い
。
絞
っ
た
状
態

で
使
用
す
る
と
、
暖
房
効
果
が
上
が

ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
不
完
全
燃
焼

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す
る
場

合
は
、
三
十
分
に
一
回
窓
を
開
け
て

換
気
を
し
て
く
だ
さ
い
。
開
放
で
き

る
窓
の
な
い
部
屋
に
は
給
排
気
口
を

設
け
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
ガ
ス
水
道
局
ま
で

52
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小
型
湯
沸
器
使
用
時
は

=

ま
ず
換
気

小
型
湯
沸
器
使
用
の
際
に
換
気
を
忘
れ
た
り
、
使
用
方
法
を
誤
る
と
、

不
完
全
な
燃
焼
と
な
り
、
有
害
な
一
酸
化
炭
素
が
発
生
し
ま
す
。

ガ
ス
を
正
し
く
使
っ
て
、
安
全
で
快
適
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

コ
ン
ロ
の
四
倍
の

新
鮮
な
空
気
が
必
要

不
調
を
感
じ
た
ら

=

直
ち
に
使
用
を
中
止

不
完
全
燃
焼
防
止
装
置
付
き

小
型
湯
沸
器
が
お
勧
めコンロや小型湯沸器を使用するときは、必ず

換気扇を回すか、窓を開けて換気しましょう

何歳ですか？ 金網ストーブは
金網ストーブは、ガスの燃焼部分に耐熱金属製の金網を用いたも
ので、この金網を赤熱することにより暖房を行うものです。
古い金網ストーブを長時間使用すると、不完全燃焼による一酸化
炭素中毒につながる危険があります。
冬本番を迎える前にストーブの点検を行い、重大事故に至らない
よう不良なストーブは取り替えましょう。

古
く
な
っ
た
ら
取
り
替
え
を

=

こ
ん
な
時
は
要
注
意

ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
を

使
う
時
は=

と
き
ど
き
換
気
を

金網部分に変形、穴あきなどの異常がある場合は、不完全燃焼の恐れがあります

文化センター

ギャラリーとちお 11／23(土)・24(日)◆おもと展(栃尾市蘭万会)

‐
５
８
２
６



と

き
・
内

容

①

月

日

９
時
～

時
ま
た
は

11

30

（土）

11

時
～

時

自
然
の
恵
み
で
作

13

15

ろ
う
（
カ
レ
ン
ダ
ー
・
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
・
ク
リ
ス
マ
ス
や
正
月
飾
り

な
ど
）

②

月
７
日

９
時
～

時

オ
カ

12

（土）

11

リ
ナ
体
験
（
保
護
者
も
ど
う
ぞ
）

③

月

日

９
時
～

時

年
忘

12

21

（土）

12

れ
お
楽
し
み
会
（
ゲ
ー
ム
・
マ
ジ

ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
）

文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
民
会
館

と
こ
ろ

小
学
生

対

象

①
各

人
②

人
③

人

定

員

20

30

30

（
い
ず
れ
も
先
着
順
）

①
五
十
円
（
保
険
料
）
②
三

参
加
費

百
円
（
楽
器
代
）
③
五
百
円
（
保
険

料
、
お
や
つ
代
）

月

日

か
ら

申
込
み
・
問
合
せ

11

15

（金）

公
民
館

‐
２
０
２
０


52

大
切
な
人
が
突
然
、
ケ
ガ
や
病
気
に

お
そ
わ
れ
た
と
き
、
あ
な
た
は
何
か
手

誰
で
も
で
き
る
応
急
手
当

普
通
救
命
講
習
会

あ
そ
び
じ
ゅ
く
⑧

当
て
を
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
か
？

救
急
隊
が
到
着
す
る
前
に
家
族
や
友

人
な
ど
に
よ
っ
て
心
肺
そ
生
法
が
実
施

さ
れ
れ
ば
、
救
命
率
は
高
く
な
り
ま
す
。

万
一
の
と
き
の
た
め
「
応
急
手
当
」

を
身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

月

日

９
時
～

時

と

き

11

24

（日）

12

消
防
署
会
議
室

と
こ
ろ

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

対

象

受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付

そ
の
他

し
ま
す
。

月

日

ま
で

申
込
み
・
問
合
せ

11

22

（金）

に
消
防
本
部
警
防
課
救
急
救
助
係


‐
１
１
５
５

52不
思
議
な
手
品
を
み
ん
な
に
こ
っ
そ

り
伝
授
し
ま
す
。

月
８
日

・

日

・

と

き

12

（日）

15

（日）

21

日

い
ず
れ
も
９
時
～

時

（土）

11

文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
学
習
室

と
こ
ろ

市
内
小
学
４
・
５
・
６
年
生

対

象

人
（
先
着
順
）

定

員

20五
百
円
（
材
料
費
な
ど
）

受
講
料

保
科

進
さ
ん

講

師

日
は
発
表
会
を
か
ね
た
年

そ
の
他

21

忘
れ
会
を
開
催
し
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア

マ
ジ
ッ
ク
体
験
講
座

月

日

か
ら

申
込
み
・
問
合
せ

11

11

（月）

公
民
館

‐
２
０
２
０


52

①

月
６
日

②
７
日

③

と

き

12

（金）

（土）

８
日

い
ず
れ
も
９
時
～

（日）
お
り
な
す
「
パ
ソ
コ
ン
ワ
ー

と
こ
ろ

ル
ド
」

ス
ナ
ッ
プ
写
真
や
イ
ラ
ス
ト

内

容
な
ど
を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
ん
で
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
年
賀
状
を
作
り
ま
す
。

い
ず
れ
も

人
（
先
着
順
）

定

員

22

千
円
（

枚
以
上
の
印
刷
は
、

受
講
料

11

別
に
１
枚

円
）

10
▽
年
賀
状
に
印
刷
し
た
い
素

持
ち
物

材
（
Ａ
４
判
以
内
）
▽
年
賀
は
が
き

月

日

ま
で

申
込
み
・
問
合
せ

11

30

（土）

に
お
り
な
す

‐
１
３
３
１


51

月

日

・

日

い

と

き

11

20

（水）

21

（木）

そ

の

他

お
り
な
す
で

年
賀
状
を
作
ろ
う

聴
覚
障
害
者Ｉ

Ｔ
講
習
会

ず
れ
も

時
～

時

10

17

長
岡
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
こ
ろ

研
修
室
２
（
長
岡
市
水
道
町
３
）

歳
以
上
の
聴
覚
障
害
者
で

対

象

20

パ
ソ
コ
ン
の
初
心
者

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、
文

内

容
字
入
力
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ

ー
ル
の
利
用
ま
で

人
（
申
込
者
多
数
の
場
合

定

員

10

は
、
抽
選
）

無

料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス

受
講
料

ト
代
八
百
四
十
円
が
必
要
）

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
の
情

そ
の
他

報
保
障
を
行
い
ま
す
。月

日

ま
で

申
込
み
・
問
合
せ

11

12

（火）

に
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー


０
２
５
‐
３
８
１
‐
８
１
１
２

標
準
営
業
約

款
制
度
（
Ｓ
マ

ー
ク
）
は
、
法

律
で
定
め
ら
れ

た
消
費
者
を
擁

護
す
る
た
め
の

制
度
で
す
。

厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款
に
従
っ

Ｓ
マ
ー
ク
を

ご
存
じ
で
す
か

て
営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し
た
、｢

理
容

店｣｢

美
容
店｣｢

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
」
で
は
、

店
頭
に
Ｓ
マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

事
故
が
発
生

Ｓ
マ
ー
ク
登
録
店
は
、<

し
た
場
合
の
賠
償
保
険><

施
設
や
設
備

の
内
容><

仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
〉

に
つ
い
て
正
し
く
表
示
し
て
い
る
、
信

頼
で
き
る
お
店
で
す
。

24
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寄付御礼

など今月の税金

納期12月２日

固 定 資 産 税

▲

国民健康保険税

▲

ガス水道

▲

・下水道料金

次のとおり市に寄付を
いただきました。
ありがとうございました。
(14.8.30～14.10.15)

おしらせ

▼
倉
茂
寅
吉
さ
ん
…
身
体
障
害
者
福
祉
費
寄
付
金
と
し
て
三
十
万
円
い
た
だ
き
ま
し

た
。

▼
若
杉
利
男
さ
ん
…
福
祉
費
寄
付
金
と
し
て
四
千
二
百
七
十
四
円
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
栃
尾
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
（
磯
部
晴
雄
代
表
）
…
社
会
福
祉
費
寄
付
金
と
し
て
八
万

三
千
円
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
・
種
・
相
・
談

相
談
は
無
料
で
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

□
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
相
談

○

月

日

午
前

時
～
午
後
３
時

11

20

（水）

10

○
市
役
所
市
民
相
談
室
（
２
階
）

□
行
政
相
談

○

月

日

午
前

時
～
午
後
３
時

11

22

（金）

10

○
市
役
所
別
館
相
談
室
（
２
階
）

□
税
務
相
談

○

月

日

午
前

時
～
午
後
３
時

11

25

（月）

10

○
市
役
所
市
民
相
談
室
（
２
階
）

□
家
庭
児
童
相
談

○
月
曜
日
～
金
曜
日
、
午
前
９
時
～
午

後
４
時

○
文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

□
心
配
ご
と
相
談

○
毎
週
水
曜
日
午
前

時
～
午
後
３
時

10

○
社
会
福
祉
協
議
会
（
新
栄
町
）

□
青
少
年
問
題
相
談

○
月
曜
日
～
金
曜
日
、
午
前
９
時
～
午

後
４
時

○
文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

厚生労働大臣認可

アトレとど

◆道楽窯展(道楽窯会) 11／17(日)～29(金)展示コーナー

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
短
い
時
間
働
く
労
働
者
で
あ
っ
て
も
、

正
社
員
と
同
じ
よ
う
に
労
働
基
準
法
な

ど
の
労
働
関
係
法
令
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

安
心
し
て
い
き
い
き
と
働
け
る
よ
う
、

法
律
や
制
度
に
つ
い
て
、
正
確
な
知
識

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◆
労
働
条
件
の
明
示

事
業
主
は
、
雇
い
入
れ
に
当
た
っ
て

労
働
条
件
を
明
示
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
契
約
期
間
・

仕
事
を
す
る
場
所
・
仕
事
の
内
容
・
始

業
終
業
時
刻
・
残
業
の
有
無
・
休
日
休

暇
・
賃
金
な
ど
は
、
文
書
で
の
明
示
が

必
要
で
す
。

◆
年
次
有
給
休
暇

６
カ
月
間
継
続
勤
務
し
、
所
定
労
働

月
１
日
～

日
は

11

10

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
旬
間

日
の
８
割
以
上
出
勤
し
た
労
働
者
に
は
、

所
定
労
働
時
間
や
日
数
に
比
例
し
て
年

次
有
給
休
暇
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

長
岡
労
働
基
準
監
督
署


問
合
せ

33

‐
８
７
１
１

http://www.niigat

a-roudoukyoku.go.jp/

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
ま
せ
ん
か
。

秘
密
は
守
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

月

日

時
～

時

と

き

11

20

（水）
13

15

柏
崎
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
こ
ろ

（
柏
崎
市
豊
町
３
‐

）
59

弁
護
士
１
人
、
相

相
談
を
受
け
る
人

談
員
１
人人

権
、
財
産
な
ど
の
法
律
相

内

容
談

ほ
か
（
相
談
は
無
料
）

｢

障
害
者
一
一
〇
番｣

巡
回
相
談
会

巡
回
相
談
の
ほ
か
に
電
話
な

そ
の
他

ど
に
よ
る
無
料
相
談
を
土
・
日
曜
日

を
含
め
、

時
か
ら

時
ま
で
毎
日

10

15

行
っ
て
い
ま
す
。
電
話
番
号
は
次
の

申
込
み
先
と
同
じ
で
す
。

月

日

ま
で

申
込
み
・
問
合
せ

11

13

（水）

に
障
害
者
一
一
〇
番
（
県
障
害
者
社

会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
内
）

０
２



５
‐
３
８
１
‐
０
１
１
０

◆
フ
レ
ー
フ
レ
ー
・
テ
レ
フ
ォ
ン
事
業

｢

仕
事
と
家
庭
を
両
立
し
た
い｣｢

も

っ
と
安
心
し
て
働
き
た
い
」
と
い
う

人
に
育
児
・
介
護
・
家
事
な
ど
に
関

す
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
を
電
話

で
無
料
提
供
し
て
い
ま
す
。

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除

利
用
日

育
児
や
介
護
を
行
い
な
が
ら

働
く
人
や
働
き
た
い
人
へ

く
）
９
時

分
～

時

分

30

16

30

０
２
５
‐
２
４
３
‐
２
０
２
０



http://www.2020net.jp

◆
あ
な
た
の
再
就
職
を
応
援
し
ま
す
！

妊
娠
、
出
産
、
育
児
ま
た

対
象
者

は
介
護
な
ど
を
理
由
に
退
職
し
、

将
来
再
就
職
を
希
望
す
る
人

再
就
職
の
準
備
に
役
立

支
援
内
容

つ
情
報
誌
な
ど
の
送
付
、
再
就
職

準
備
セ
ミ
ナ
ー
や
交
流
会
な
ど
に

参
加
で
き
ま
す
。

登
録
は
４
年
間
有
効
で
、

そ
の
他

費
用
は
無
料世

紀
職
業
財
団
新
潟
事

問
合
せ

（財）
21

務
所

０
２
５
‐
２
４
９
‐
５
６
６
０



▽
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
体
験
教
室

月

日

時
～

時

と

き

11

10

（日）
10

15

無

料

参
加
費

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指

内

容
導
の
下
、
楽
し
く
体
験
し
ま
す
。

県
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
協
会

講

師

▽
ば
ら
講
習
会
「
剪
定
と
冬
じ
た
く
」

月

日

時
～

時

と

き

11

24

（日）
10

12

無

料

参
加
費

剪
定
ば
さ
み
、
雨
具
な
ど

持
ち
物

講
義
と
実
地
作
業

内

容

新
潟
ば
ら
会

講

師

▽
皆
さ
ん
が
つ
く
る
公
園
イ
ベ
ン
ト

「
夢
プ
ラ
ン
」
募
集

｢

夢
プ
ラ
ン｣

は
、
国
営
公
園
を
よ

り
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
皆
さ

ん
が
自
由
な
発
想
で
プ
ラ
ン
を
企
画

越
後
丘
陵
公
園月

の
催
物

11

の から新刊 書棚 ～公民館・図書室～
利用時間10時～17時
月曜日休館

新 刊 紹 介

美術館
市民ギャラリー ◆佐々木昭二 墨のオブジェ展 11／19(火)～12／１(日)

?



栃
尾
郵
便
局
は
、
市
役
所
１
階
に
設

置
し
て
あ
る
郵
便
貯
金
自
動
支
払
機

（
Ｃ
Ｄ
）
を
自
動
預
払
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）

に
変
え
る
工
事
を
し
ま
す
。

こ
の
工
事
の
た
め

月
３
日

・
４

12

（火）

日

は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
利
用
開

（水）
始
は
、

月
５
日

９
時
か
ら
で
す
。

12

（木）

｢

伝
統
技
術
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
エ

コ
ロ
ジ
ー
と
の
融
合
」
を
テ
ー
マ
に
、

栃
尾
の
織
物
、
ニ
ッ
ト

社
が
世
界
に

20

向
け
て
開
発
し
た
新
商
品
を
展
示
し
ま
す
。

月
４
日

〜
６
日

と

き

12

（水）

（金）

10

栃
尾
織
物
の
新
商
品
を
展
示

ジ
ャ
パ
ン
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
２
０
０
３

市
役
所
の
自
動
支
払
機
は

月
３･
４
日
利
用
で
き
ま
せ
ん

12

時
〜

時
（
最
終
日

時
ま
で
）

18

17

東
京
国
際
展
示
場
（
東
京
ビ

と
こ
ろ

ッ
グ
サ
イ
ト
）
東
展
示
棟

織
物

‐
10

、
ニ
ッ
ト

‐

ブ
ー
ス

55

11

20

※
入
場
券
の
必
要
な
人
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

栃
尾
織
物
工
業
協
同
組
合

問
合
せ

52

○
返
済
方
法
変
更
の
取
扱
い

勤
務
先
の
倒
産
、
営
業
不
振
な
ど
で

公
庫
の
住
宅
ロ
ー
ン
返
済
に
困
っ
て
い

る
人
に
は
、｢
返
済
方
法
変
更
制
度
」

を
設
け
、
ロ
ー
ン
返
済
期
間
を
最
大
10

年
間
延
長
し
、
毎
月
の
返
済
額
を
軽
減

す
る
。
ま
た
、
期
間
延
長
に
併
せ
て
金

利
を
引
き
下
げ
、
最
長
３
年
間
利
息
の

住
宅
金
融
公
庫
か
ら
の

お
知
ら
せ

み
の
支
払
い
に
す
る
な
ど
、
柔
軟
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

平
成

年
３
月
末
日
ま
で

受
付
期
限

15

返
済
中
の
金
融
機
関

問
合
せ

○
資
金
計
画
診
断
サ
ー
ビ
ス

今
後
住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
す
る
予
定

の
人
に
は
、
将
来
返
済
に
困
る
こ
と
が

な
い
か
を
診
断
す
る
「
資
金
計
画
診
断

サ
ー
ビ
ス
」
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
金
融
公
庫
北
関
東
支
店

問
合
せ

住
情
報
相
談
課

０
２
７
‐
２
３
２
‐

６
６
５
６

http://www.kitakan.
jyukou.go.jp/

毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日
、

と

き
９
時

分
〜
正
午

30

税
理
士
の
無
料
税
務
相
談

税
理
士
会
館
（
長
岡
市
三
和

と
こ
ろ

３
、
市
立
劇
場
う
ら
）

▽
税
理
士
が
直
接
面
談
し

相
談
方
法

ま
す
▽
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
▽
資
料

が
あ
っ
た
ら
お
持
ち
く
だ
さ
い
▽
事

前
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い

関
東
信
越
税
理
士
会
長
岡
支

問
合
せ

部
（
税
務
指
導
所
）

‐
８
０
８
０

33

月
７
日

時
〜
８
日

と

き

12

（土）
13

（日）

時

分

１
泊
２
日

14

30
県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

と
こ
ろ

（
西
蒲
原
郡
巻
町
大
字
越
前
浜
）

▽
パ
ー
テ
ィ
の
企
画
・
実
地

内

容
▽
グ
ラ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
フ
ァ
イ
ヤ
ー

の
実
地
▽
レ
ク
チ
ャ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

歳
以
上
の
青
年
、
社
会
人

対

象

18
人
（
先
着
順
）

定

員

80四
千
円
（
教
材
費
、
食
費
、

参
加
費

保
険
料
な
ど
）

運
動
着
・
靴
、
保
険
証
な
ど

持
ち
物

月
２
日

ま
で

申
込
み
・
問
合
せ

12

（月）

に
県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

｣

長 岡 圏 域
イベント情報
【長岡市】

オーケストラ・リベラ・クラシカ▽

11月27日(水)18:30～と き
リリックホール 29-7711ところ・問合せ

市町村合併シンポジウム▽

11月30日(土)と き
リリックホールところ
長岡市企画課 39-2260問合せ

第九２００２▽

12月８日(日)と き
長岡市立劇場ところ
リリックホール 29-7711問合せ

リリックホールコーラスフェスティバル▽

12月15日(日)と き
リリックホール 29-7711ところ・問合せ

ジュニア・リリック・コンサート▽

12月22日(日)と き
リリックホール 29-7711ところ・問合せ

【見附市】
上松美香アルパコンサート▽

11月27日(水)19:00～と き
文化ホール 63-5321ところ・問合せ

神代修トランペット・リサイタル▽

12月１日(日)13:30～と き
文化ホール 63-5321ところ・問合せ

アルカディア音楽祭▽

12月22日(日)と き
文化ホールところ
実行委員会 63-3830問合せ

【中之島町】
プラハ少年少女合唱団クリスマスコンサート▽

12月12日(木)と き
・ 文化センター 66-1310ところ 問合せ

文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
展
示
室

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
ち
お

○
書
道
展

）

（
栃
尾
市
書
道
会

／

〜

／

11

30
（土）

12

13
（金）

道
の
駅｢

Ｒ
２
９
０
と
ち
お｣

休
憩
コ
ー
ナ
ー

○
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

）

（
彩
の
会

／
５

〜

12

（木）

23
（祝）

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

美
術
館

○
こ
ど
も
の
童
話
絵
展

／
３

〜
８

12

（火）

（日）

死者 傷者交通事故
10月 10件

14年累計 87件

1 人

1 人

11人

106人

～ 夕暮れが早くなっています。
明るい色の服装を身につけましょう ～

‐
３
１
１
１

平成14年

11.18
□乳幼児健診

保健福祉センター会 場 ▼

（新栄町２－２－ ）23
午後１時までに集合時 間 ▼

◎１歳６カ月児健診、２歳児歯
科健診、２歳６カ月児歯科健診、
３歳児歯科健診では、歯科健診
がありますので健診前に歯を磨
いておいてください。また、希
望者にフッ素塗布を実施します。

※母子手帳、問診票を忘れずに
持参してください。

くん上野 蓮
（楡 原）
11月13日
３歳児

健診会場で

健 診 名 月 日 対象者生年月
４ カ 月 児 健 診 12月10日(火) 14年８月生まれ

７ カ 月 児 健 診 12月13日(金) 14年５月生まれ

12月12日(木) 13年６月生まれ１歳６カ月児健診
12年12月･13年１月生まれ２歳児歯科健診 12月19日(木)

12月18日(水) 12年６月生まれ２歳６カ月児歯科健診

３歳児歯科健診 12月18日(水) 11年12月生まれ

３ 歳 児 健 診 12月11日(水) 11年７月生まれ

□総合健康相談､子育て相談

◎赤ちゃんのことからお年寄りのことまで、健康
について相談のある人は、おいでください。

医師、保健師、栄養士、助産師相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
12月24日(火) 保健福祉センター 午後１時～２時

◎子育てについて相談のある人は、おいでください。
保健師、助産師、保育士相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
12月25日(水) 保健福祉センター 午後１時～３時
※総合健康相談、子育て相談においでになる人は、
準備の都合上、事前に保健福祉課までご連絡く
ださい。 ・52 5836 内線287-

□心の悩み精神保健相談

月13日（金）午後１時 分～３時日 時 ▼ 12 30
保健福祉センター２階（新栄町２－２－ ）会 場 ▼ 23

33 4931問合せ ▼ 長岡健康福祉環境事務所 ・ -

※事前にご予約ください。

月
９
日

か
ら
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
収
集
を

12

（月）

中
止
し
ま
す
。
ま
た
、
燃
え
る
ゴ
ミ
は
一
部
の
地

域
で
収
集
地
区
と
集
積
場
所
、
収
集
回
数
を
変
更

し
ま
す
。

こ
れ
は
、
積
雪
や
路
面
の
凍
結
な
ど
に
よ
り
、

収
集
車
の
運
行
で
き
る
範
囲
が
限
定
さ
れ
る
た
め

で
す
。
こ
の
た
め
、
収
集
の
中
止
や
回
数
の
減
少
、

場
所
の
移
動
な
ど
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
ゴ
ミ
の
収
集
地
区
で
も
積
雪
な
ど
に
よ

り
、
収
集
時
間
の
遅
れ
や
計
画
ど
お
り
に
収
集
で

き
な
い
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
春
ま
で

し
ば
ら
く
の
間
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
４
７
７

環
境
衛
生
課
・

‐
53

○
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
収
集
を
中
止
し
ま
す(

市
内
全
域)

○
燃
え
る
ゴ
ミ
の
収
集
を
変
更
し
ま
す(

一
部
の
地
域)

◆
収
集
を
中
止
し
ま
す
。

田
代

◆
収
集
回
数
が
週
一
回
に
な
り
ま
す
。

栃
倉
、
大
倉

◆
集
積
場
所
を
移
動
し
て
収
集
を
続
け
ま
す
。

天
下
島(

金
鉢
団
地
入
り
口)

↓
白

栃
尾
地
区

山
神
社
前
に
移
動

本
所(

村
中)

↓
バ
ス
停
脇
に
移
動

塩
谷
地
区

島
田(

村
中)

↓
県
道
脇
に
移
動

東
谷
地
区

寒
沢(

神
社
前)

↓
学
校
前
に
移
動

半
蔵
金(

村
上)

↓
農
協
前
広
場
に
移
動

西
谷
地
区

新
山(

村
中)

↓
バ
ス
停
三
叉
路
に
移
動

※
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
回
収
場
所
な
ど
の
変
更
に
つ
い

て
は
、
後
日
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
町
内
の
集
積
場
所
の
一
部
を
閉
鎖
し
ま
す
。

※
町
内
の
ほ
か
の
集
積
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い

新
町(

馬
市
小
路)

、
谷
内
一(

裏

通)

、
滝
の
下
町(

裏
通)

、
旭
町

栃
尾
地
区

(

裏
通)

、
東
町(

裏
通)

、
土
ケ
谷

(

神
社
下)

塩
谷
地
区

二
日
町(

城
山)

、
入
塩
川(

旧
公
民
館
脇)

◆
降
雪
状
況
に
よ
っ
て

収
集
回
数
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

山
田
町(

緑
が
丘)

、
繁
窪

12月９日(月)から

美術館を展示替えのため
休館します

12月９日(月)～11日(水)

人口 ２４,９１８人 男 １２,１７６人 女 １２,７４２人 世帯数 ７,３５３
市のようす

10月末現在



歳
以
上
の
単
身
お
よ
び
高

対

象

65

齢
者
の
み
の
世
帯
で
、
次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
世
帯
（
被
保
護
世
帯

は
除
く
）

�
世
帯
の
市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
、

均
等
割
の
み
課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯

�
世
帯
員
が
自
力
で
除
雪
で
き
な
い
世
帯

�
兄
弟
、
親
子
、
そ
の
他
親
戚
か
ら
労

力
的
ま
た
は
、
金
銭
的
に
援
助
が
得

ら
れ
な
い
世
帯

�
除
雪
対
象
と
な
る
住
宅
に
実
際
に
住

ん
で
い
る
こ
と
（
除
雪
時
に
本
人
が

住
ん
で
い
な
い
と
き
は
、
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
）

支
援
す
る
事
業

屋
根
お
よ
び
避
難
路
な
ど
の
必
要

最
低
限
度
の
除
雪

利
用
申
請

対
象
世
帯
と
し
て
認
定
を
受
け
よ

う
と
す
る
人
は
、
所
定
の
申
請
書
を

市
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
者
の
負
担
金

経
費
の
一
部
を
利
用
者
か
ら
負
担

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
除
雪
作
業
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
、
市
内
除
雪
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
が
行
い
ま
す
。

※
母
子
・
障
害
者
世
帯
に
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
に
よ
る
助
成
制
度
が
あ
り

ま
す
。

保
健
福
祉
課
介
護

申
込
み
・
問
合
せ

支
援
係

‐
５
２
２
２
ま
た
は
、

51

市
内
各
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

要
援
護
高
齢
者
世
帯
の

除
雪
を
支
援
し
ま
す

実
際
に
除
雪
作
業
を
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア(

有
償)

を
募
集
し
ま
す
。
詳

細
は
、
社
会
福
祉
協
議
会(

‐
５

52

。

８
９
５)

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

出
発
日
・
対
象

平
成

年
１
月

日

月

日

12

18

（水）

15

18

ま
で
の
免
許
更
新
者

月

日

平
成

年
１
月

日

15

29

（水）

12

29

〜
平
成

年
２
月

日
の
免
許
更

15

29

新
者

交
通
安
全
協
会
前
（
栃
尾
警

行
き

察
署
バ
ス
停
）

９
時
発

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

時
発

帰
り

11

往
復
千
円

負
担
金

出
発
日
の
２
日
前

申
込
み
・
問
合
せ

ま
で
に
交
通
安
全
協
会

‐
５
２

52

１
３

月

日

時
〜

時

と

き

12

14

（土）
10

15

お
り
な
す
「
ア
ト
リ
エ
」

と
こ
ろ

サ
ボ
テ
ン
に
つ
く
貝
殻
虫
の

内

容
一
種
コ
チ
ニ
ー
ル
で
絹
の
ス
ト
ー
ル

を
染
め
ま
す
。

教
室
・
講
座

植
物
染
め
講
座

コ
チ
ニ
ー
ル
染
め

優
良
運
転
者
の
免
許
更
新
に

バ
ス
を
運
行
し
ま
す

◎
市
内
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

８
人
（
先
着
順
）

定

員

歳
以
上
な
ら
だ
れ
で
も

対

象

18三
千
円

受
講
料

エ
プ
ロ
ン
、
ゴ
ム
手
袋
、
筆
記

持
ち
物

用
具

月

日

か
ら
受

申
込
み
・
問
合
せ

11

25

（月）

講
料
を
添
え
て
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
お

り
な
す

‐
１
３
３
１
（
電
話
で

51

の
仮
受
付
も
可
）

月

日

８
時

分
〜

と

き

12

22

（日）

30

総
合
体
育
館

と
こ
ろ

一
般
の
部
（
男
子
・
女
子
）

種

別

監
督
１
、
コ
ー
チ
１
、

チ
ー
ム
編
成

Ａ
・
コ
ー
チ
１
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
１
、

選
手

、
計

人
以
内

15

19
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
ま
た
は

競
技
方
法

リ
ー
グ
戦

歳
以
上
の
人

参
加
資
格

16
一
チ
ー
ム
三
千
円

参
加
費

月
６
日

ま
で

問
合
せ
・
申
込
み

12

（金）

に
参
加
費
を
添
え
て
、
総
合
体
育
館

‐
５
５
７
１

52
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
の

放
送
で
授
業
を
行
う
新
し
い
タ
イ
プ
の

そ
の
他

市

民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

放
送
大
学
学
生
募
集

４
年
制
の
通
信
制
大
学
で
す
。
同
大
学

で
は
平
成

年
度
第
１
学
期(

４
月
入

15

学)

の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

月

日

〜
平
成

年
２
月

日

12

15

（日）

15

28

（金）

募
集
す
る
学
生
の
種
類

学

部

卒
業
を
目
指
す
学
生

全
科
履
修
生
…

１
年
間
在
学
す
る
学
生

選
科
履
修
生
…

１
学
期
間(

６
カ
月)

科
目
履
修
生
…

在
学
す
る
学
生

大
学
院

１
学
期
間(

６
カ
月)

修
士
科
目
生
…

在
学
す
る
学
生

学

費
入
学
料

学

部

全
科
履
修
生

二
万
円

選
科
履
修
生

七
千
円

科
目
履
修
生

五
千
円

大
学
院

修
士
科
目
生

一
万
円

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

授
業
料
（

資
料
請
求
・
問
合
せ

放
送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

０
２
５
‐
２
２
８
‐
２
６
５
１

http://www.u-air.ac.jp/hp

○
高
等
学
校
普
通
科
（
３
年
制
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
は
、
全
国
ど
こ
に
い
て

も
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
広
域
通
信

制
高
等
学
校
で
す
。
同
校
は
、
全
国
の

働
き
な
が
ら
学
ぶ
青
少
年
や
、
遠
隔
地

在
住
者
お
よ
び
高
等
学
校
教
育
の
機
会

に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
人
た
ち
に
対
し
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
徒
募
集

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
番
組
を
利
用
し
て
自
宅

学
習
と
月
１
、
２
回
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ

(

対
面
授
業)

を
併
用
し
た
、
教
育
シ
ス

テ
ム
で
開
校
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
新
入
生
と
編
入
生
を
平
成
15

年
４
月

日

ま
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

20

（日）

○
専
攻
科
社
会
福
祉
コ
ー
ス(

２
年
制)

同
校
は
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
と
、
介
護
の
専
門
職
で
あ
る
介
護
福

祉
士
の
養
成
を
目
指
し
、
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

二
千
人

募
集
人
員

平
成

年
２
月
１
日

募
集
期
間

15

（土）

〜

日
25

（火）高
校
卒
業
者

対

象
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
本
校

問
合
せ

〒
一
八
六
‐
八
〇
〇
一
東
京
都
国
立

市
富
士
見
台
２
‐

０
４
２
‐
５

36

７
２
‐
３
１
５
１

０
４
２
‐
６
７

FAX

５
‐
１
０
０
６

寮
父
（
母
）
…
１
人

採
用
人
員

昭
和

年
４
月
２
日
か
ら

受
験
資
格

37

昭
和

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

58

た
人
で
、
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
も

っ
て
い
る
人
ま
た
は
、
取
得
見
込
み

の
人

平
成

年
１
月

日

試
験
日
・
場
所

15

14

時

分
〜

寺
泊
老
人
ホ
ー
ム

（火）
13

30

平
成

年
４
月
１
日

採
用
予
定
日

15受
験
申
込
書
に
よ

申
込
み
・
問
合
せ

り

月

日

ま
で
に
寺
泊
老
人
ホ

12

13

（金）

ー
ム

‐
２
０
３
８

75

寺
泊
老
人
ホ
ー
ム

職
員
採
用
試
験
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杜々の森名水公園のアトレとど、とどハウスは
ご利用ありがとうございました。12月1日(日）から冬期休業となります。

月

日

時

分
〜

と

き

11

24

（日）
13

30

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

と
こ
ろ

三
条
神
楽
保
存
会(

神
明
社)

、

出

演
田
海
神
楽
ク
ラ
ブ
、
葎
谷
神
楽
保
存

会
、
北
荷
頃
神
楽
保
存
会
、
西
中
野

俣
広
大
寺
保
存
会

千
円

入
場
料

は
〜
も
に
〜
（
宮
沢
）
ま
た

入
場
券

は
、
小
林
写
真
館
（
本
町
）
で
販
売

実
行
委
員
会
・
小
林

‐

問
合
せ

52

２
４
３
３

県
勤
労
者
福
祉
厚
生
財
団
は
、
交
通

事
故
や
病
気
な
ど
で
親
を
亡
く
し
、
４

年
制
大
学
へ
の
進
学
が
困
難
と
な
る
人

に
、
平
成

年
度
か
ら
大
学
育
英
資
金

15

貸
与
制
度
を
始
め
ま
す
。

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

対

象
▽
４
年
制
大
学
に
進
学
ま
た
は
在
学

す
る
人

▽
交
通
事
故
や
病
気
な
ど
で
親
を
亡

く
し
た
人

▽
家
計
の
都
合
で
進
学
後
の
学
資
の

支
払
い
が
困
難
と
認
め
ら
れ
た
人

若
干
名

募
集
人
員

月
額
二
万
円
（
奨
学
生
一

奨
学
金
額

人
最
高
九
十
六
万
円
）

卒
業
ま
た
は
貸
与
の
終
了

返
還
方
法

し
た
翌
月
か
ら
８
年
以
内
（
年
間
返

還
額
十
二
万
円
以
上
）

大
学
育
英
資
金

栃
尾
市･

三
条
市･

青
海
町

神
楽
合
同
公
演

か

ぐ

ら

無
利
息

利

息

月
１
日

〜
平
成

年

応
募
期
間

11

（金）

15

１
月

日
31

（金）

県
勤
労
者
福
祉
厚

申
込
み
・
問
合
せ

生
財
団

０
２
５
‐
２
２
８
‐
３
４

１
１

平
成

年
１
月

日

・

と

き

15

15

（火）

16

日

い
ず
れ
も
９
時

分
〜

時

（水）

30

16

分
（
受
付
は
９
時
〜
）

30

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟

と
こ
ろ

（
長
岡
市
住
吉
３
‐
１
‐
１
）

人
（
先
着
順
）

定

員

50会
員
・
高
校
生

八
千
円
、

受
講
料

非
会
員

九
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
は

含
ま
な
い
）

受
講
料
を
添
え
て

申
込
み
・
問
合
せ

日
本
ボ
イ
ラ
協
会
新
潟
支
部

０

（社）２
５
‐
２
８
０
‐
０
１
０
０

１
月

日
か
ら
１
年
間

期

間

15

(

期
間
中
何
回
で
も
添
削
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
郵
送
料
は
無
料)

一
万
二
千
八
百
円

費

用

(

点
字
指
導
料
、
点
訳
テ
キ
ス
ト
、
点

字
練
習
器
、
点
字
用
紙
、
補
助
教
材
、

お
よ
び
教
材
送
料
を
含
む)

１
月

日

ま
で

申
込
み
・
問
合
せ

10

（金）

に
ハ
ガ
キ
に
「
資
料
請
求
」
と
記
入

し
市
川
点
字
図
書
館
通
信
部
〒
一
〇

初
心
者
点
字
通
信
講
座

小
型
ボ
イ
ラ
ー
講
習

八
‐
〇
〇
一
四
東
京
都
港
区
芝
４
‐

７
‐
６
尾
家
ビ
ル
１
階

・

０
FAX

３
‐
５
４
３
９
‐
６
７
７
２

昭
和

年

月

日
、
国
際
連
合
に

23

12

10

お
い
て
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
本
年
は
、
世
界
人
権
宣
言
採
択

周
年
に
当
た
り
、
左
記
の
事
項
を
強

54調
事
項
と
し
て
「
第

回
人
権
週
間
」

54

を
実
施
し
ま
す
。

お
互
い
の
人
権
を
遵
守
し
ま
し
ょ
う
。

○
育
て
よ
う

一
人
一
人
の

人
権
意
識

〜
身
近
な
こ
と
か
ら

人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
〜

○
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

○
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等

を
実
現
し
よ
う

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深

め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

Ｏ
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

な
ど
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る

偏
見
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に

配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権

侵
害
は
止
め
よ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な

く
そ
う

月
４
日
〜

日
は

12

10

「
人
権
週
間
」
で
す

☆
講
演
会
「
自
分
を
支
え
る
心
理
学
」

月

日

時
〜

時

と

き

12

22

（日）
10

12

二
千
円
（
当
日
）

参
加
費

人
（
先
着
順
）

定

員

50

☆
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ
ン
ド
講
座

同
日

時
〜

時

と

き

13

16

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
技
法

内

容
を
日
常
の
生
活
に
応
用
し
、
共
感

性
の
あ
る
聴
き
方
、
話
し
方
、
助

言
の
仕
方
を
練
習

実
践
・
心
理
学
講
座

三
千
円
（
午
前
と
あ
わ
せ
て

参
加
費

参
加
の
場
合
四
千
五
百
円
、
当
日
）

サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡(

長
岡
市
長

と
こ
ろ

倉
町

‐
７
２
０
０)
36坂

本
州
子
さ
ん
（

世
紀
母

講

師

21

親
研
究
所
代
表
、
上
級
教
育
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
）

郵
便
か

で
氏
名

申
込
み
・
問
合
せ

FAX

・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
五

十
嵐
淳
至
ま
で
〒
九
五
四
‐
〇
〇
五

一
見
附
市
本
所
１
‐

‐

・

22

37

FAX

‐
４
２
６
６(

は
夜
７
時

分
〜

63

30

９
時

分)

30
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月
の
催
物

県
立
自
然
科
学
館

12

☆
巡
回
展

「
バ
ラ
ン
ス
グ
ロ
ー
ブ
」

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
発

電
側
と
消
費
側
の
バ
ラ
ン
ス
や

環
境
と
の
関
係
を
紹
介
し
ま
す
。

月

日

ま
で

と

き

12

20

（金）

☆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
新
番
組

「
ス
ー
パ
ー
マ
シ
ン
発
進
！

〜
奇
跡
の
星
・
地
球
〜
」

月
７
日

〜
２
月

日

と

き

12

（土）

23

（日）

☆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

月

日

�

時

と

き

12

23

（日）

13

30

分
〜
�

時
〜

15

☆
各
種
教
室

▽
１
日

紙
を
つ
く
ろ
う
、
音

（日）

楽
と
科
学
の
ふ
れ
あ
い
広
場
▽

８
日

糸
を
伝
う
キ
ツ
ツ
キ
▽

（日）

日

か
ら
く
り
の
世
界
、
鳥

15

（日）

屋
野
潟
の
野
鳥
観
察
会
、
ア
ロ

マ
キ
ャ
ン
ド
ル
▽

日

ビ
ッ

22

（日）

ク
リ
・
ド
ッ
キ
リ
・
お
も
し
ろ

電
気
実
験

※
教
室
に
よ
っ
て
は
、
入
館
料
の

ほ
か
に
参
加
料
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

月
か
ら
料
金
が
変
わ
り
ま
し
た
。

11

（
）
内
は
小
・
中
学
生

入
館
料

一
般
五
五
〇
円(

一
〇
〇
円)

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
観
覧
料

一
般
二
〇
〇
円(

一
〇
〇
円)

新
潟
県
立
自
然
科
学
館

問
合
せ

新
潟
市
女
池
南
３
‐
１
‐
１

とちおファミリースキー場

12月21日(土)オープン！
シーズン券を販売します。(顔写真２枚必要)
料金：一般15,000円、中学生10,000円、小人8,000円

問合せ：とちおファミリー
スキー場 53 2390-
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